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い
ず
み
会
五
十
周
年
記
念
祝
賀
会
盛
大
に
開
催

母
校
体
育
館
に
八
〇
〇
余
名
集
う

平
成
七
年

一
〇
月

一
四
日

（土
）
　

学
会
が
あ
っ
た
が
、
新
装
な
っ
た
校

予
想
を
は
る
か
に
上
回
る
八
〇
〇
名

　

合
や
Ｌ
Ｌ
教
室
、
プ
ー
ル
な
ど
は
初

以
上
の
卒
業
生

。
恩
師
が
母
校
の
体

　

め
て
見
る
人
々
に
好
評
で
あ
っ
た
。

育
館
に
集
ま
っ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
控
室
で
は
、
恩
師
、
来
賓
、
卒
業

校
門
を
入
り
、
桜
並
木
を
く
ぐ
る
　

生
達
が

、
大
泉
で
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代

と

『
い
ず
み
会
創
立
五
十
周
年
記
念

　

を
共
に
過
ご
し
た
面
々
と
思
い
／
ヽ

祝
賀
会
　
会
場
』
の
看
板
が
待
ち
構

　

に
話
の
花
を
咲
か
せ
て
い
た
。

え
て
い
た
。
玄
関
受
付
で
ス
リ
ッ
パ
　
　
　
受
付
に
は
長
蛇
の
列
が
で
き
、
開

に
履
き
か
え
三
階
に
上
が
る
と
、
長

　

会
時
間
が
多
少
引
き
延
ば
さ
れ
る
ハ

い
ア
プ
ロ
ー
チ
の
左
右
の
壁
に
、
写

　

プ
ニ
ン
グ

（
？
）
も
あ
っ
た
。

真
部
Ｏ
Ｂ
の
手
に
よ
り
復
元
さ
れ
た
　
　
　
い
よ
い
よ
記
念
式
典
が
始
ま
っ
た
。
　
た
バ
ン
ド
に
よ
る
ビ
ー
ト
ル
ズ
ナ
ン

校
舎

。
高
校
生
活
の
五
〇
余
年
の
歴

　

高
校
２４
期
の
真
柳
仁
氏
の
司
会
の
も

　

バ
ー
の
熱
演
。
会
場
に
あ
ふ
れ
ん
ば

史
を
回
想
さ
せ
る
写
真
パ
ネ
ル
と
、　
　
と
、
田
中
英
道
会
長
、
吉
野
尚
也
校

　

か
り
の
音
響
も
、
大
泉
魂
の
か
た
ま

「
一
〇
〇
ネ
ッ
ト
ヮ
ー
ク
」
の
パ
ネ

　

長
を
初
め
と
す
る
来
賓
の
方
々
、
恩

　

り
の
よ
う
に
聞
こ
え
て
く
る
の
で
あ

ル
が
展
示
さ
れ
て
い
た
。
中
学
１
期

　

師
代
表
の
固
子
岩
雄
先
生
の
挨
拶
が
　
　
っ
た
。
吹
奏
楽
部
Ｏ
Ｂ
も
日
頃
の
腕

か
ら
高
校
４７
期
ま
で
の
五
〇
の
期
に
　

続
き
、
歴
代
会
長
に
感
謝
状
な
ら
び
　

一則
を
存
分
に
披
露
し
て
く
れ
た
。

わ
た
る
同
期
会
と
五
〇
余
り
の
ク
ラ

　

に
花
束
が
贈
呈
さ
れ
た
。　
　
　
　
　
　
　
場
内
で
は
、
多
勢
の
調
理
人
が
、

プ
や
同
好
会
の
卒
業
メ
ン
バ
ー
の
現
　
　

こ
の
た
び
の
会
場
設
営
に
あ
た
っ
　
　
フ
ラ
イ
パ
ン
を
ふ
る
っ
て
オ
ム
レ
ツ

状
を
知
り
、
そ
の
輪
を
広
め
て
行
こ
　

て
は
、
特
に
高
校
１３
期
丸
山
和
郎
氏

　

な
ど
温
か
い
料
理
を
作
り
、
冷
た
い

う
と
の
高
校
ｎ
期
加
藤
勇
氏
提
案
に

　

が
、
忙
し
い
会
社
勤
め
の
合
間
を
縫

　

飲
み
物
も
た
っ
ぶ
り
と
用
意
さ
れ
、

よ
る
も
の
で
あ
る
。　
一
〇
〇
枚
に
も
　
　
っ
て
、
資
材
の
調
達
か
ら
体
育
館
の
　

雰
囲
気
は
更
に
盛
り
上
が
っ
た
。

及
ぶ
縦
八
〇
セ
ン
チ
横
五
〇
セ
ン
チ

　

ンヽ
ー
ト
敷
き
ま
で
、
若
い
会
員
達
の
　

　

ま
た
、
会
場
の
一
角
に
お
い
て
、

の
白
い
パ
ネ
ル
に
は
、
伝
言
板
あ
り
、　
先
頭
に
立
っ
て
大
活
躍
を
さ
れ
た
。
　
　
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
の
展
示
が
あ
り
、

ア
ル
バ
ム
風
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
工
夫
　
　
式
典
に
続
い
て
、
大
竹
恭
麿
前
会

　

パ
ソ
コ
ン
写
真
館
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

が
凝
ら
さ
れ
、
熱
心
に
見
る
者
、
同

　

長
の
乾
杯
で
祝
賀
会
が
開
会
さ
れ
た
。
　
卜
の
紹
介
も
行
わ
れ
て
い
た
。

期
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
記
入
す
る
者
、　
　
司
会
は
高
校
２０
期
の
栗
原
正
成
、　
　
　
最
後
に
現
役
生
の
応
援
団
長
が
吹

思
い
出
を
た
ぐ
り
寄
せ
歓
談
す
る
者

　

菊
池
素
子
両
氏
が
担
当
。
合
唱
部
０

　

奏
楽
部
や
合
唱
部
と
共
に
壇
上
に
登

あ
り
で
賑
わ
っ
て
い
た
。
昔
の
写
真

　

Ｂ
の
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
や
シ
ュ
ー
マ
ン
　

リ
、
「校
歌
」
「校
友
の
歌
」
を
全
員

も
懐
か
し
い
か
ぎ
り
だ
っ
た
。　
　
　
　
等
の
歌
曲
。
こ
の
日
の
た
め
に
軽
音

　

で
大
合
唱
し
て
、
楽
し
く
懐
か
し
い
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封本
年
度
―
―
―
―
―
梅
杯
鞭
罐鐸
踏
鰤
錫
押
・降
絨
鯨
陣
鰤
総
鐵
雛
酔
―三睡
ぷ
麟
純
淫
げ降
―

一
い
ず
み
会
総
会

・
懇
親
会

ｌｏ
月
２７
日
日
午
後
１
時
～
母
校
に
て
開
催
（僻酬じ

仕
―
―
―
十
キ
ー
ー
十
゛
―
＋
＋
゛
キ
ー
キ
ー
キ
ー
キ
ー
キ
ー
ー
ー
＋
＋

主 な 記 事
“100ネッ トワー ク"の 勝利

50周年記念祝賀会収支決算
実行委員長 ・校長 あいさつ
幹事総会報告
会長 ・副会長 あいさつ
いずみ会予算 。決算
卒業生の進学状況
上代淑人氏に聞 く
一 同期生菊谷義美氏 と対談―

同期会だよ り
小林綾子 さん訪間
総会 ・懇親会のご案内
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″
一
〇
〇
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
″
の
勝
利

イ
ベ
ン
ト
担
当

い
ず
み
会
五
十
周
年
記
念
祝
賀
会

は
、
大
泉
高
校
の
体
育
館
に
晴
れ
や

か
に
響
き
わ
た
る
フ
ァ
ン
フ
ァ
ー
レ

で
開
幕
さ
れ
ま
し
た
。
誇
ら
し
げ
に

金
管
楽
器
を
奏
で
る
の
は
、
大
泉
高

校
吹
奏
楽
部
Ｏ
Ｂ
の
メ
ン
バ
ー
で
す
。

こ
の
度
の
祝
賀
会
に
は
、
い
く
つ

か
の
ク
ラ
ブ
Ｏ
Ｂ
会
の
応
援
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
各
同
期
会
が
五
〇
の

ネ

ッ
ト
、
ク
ラ
ブ
Ｏ
Ｂ
会
が
五
〇
ネ

ッ
ト
の

″
一
〇
〇
ネ

ッ
ト
ヮ
ー
ク
″

を
祝
賀
会
の
核
に
と
い
う
願
い
が
あ

り
ま
し
た
が
、
イ
ベ
ン
ト
担
当
の
私

共
は
、
Ｏ
Ｂ
会
活
動
の
情
報
は
ご
く

一
部
し
か
掴
ん
で
い
な
い
状
態
で
し

た
。
し
か
し
、
わ
ず
か
な
情
報
を
手

が
か
り
に
尋
ね
て
み
る
と
、
Ｏ
Ｂ
会

の
方
々
は
大
層
好
意
的
に
力
を
貸
し

山

田

清

子

曾

６

て
く
だ
さ
る
こ
と
が
判
り
ま
し
た
。

吹
奏
楽
部
、
将
棋
部
、
写
真
部
等
は
、

す
で
に
何
年
に
も
わ
た
っ
て
活
動
し

て
い
る
こ
と
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
部
や
野

球
部
の
Ｏ
Ｂ
達
は
、
現
役
の
部
に
何

ら
か
の
形
で
援
助
を
し
て
い
る
こ
と

な
ど
、
改
め
て
感
心
し
て
し
ま
い
ま

し
た
。
ま
た
、
こ
の
度
の
企
画
を
機

に
昔
の
仲
間
が
集
ま
っ
て
懇
親
の
場

を
持
ち
た
い
と
い
う
部
も
い
く
つ
か

出
て
き
て
、
私
共
の
イ
ベ
ン
ト
も
役

に
立
っ
た
か
な
と
思
っ
た
り
も
し
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
柔
道
部
の
面
々
は
、

祝
賀
会
に
多
勢
の
参
加
者
を
約
束
し

て
く
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
方
々
の

協
力
は
、
何
と
力
強
く
頼
も
し
く
感

じ
ら
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

そ
し
て
祝
賀
会
当
日
、
会
場
に
つ

づ
く
廊
下
の
窓
際
に
は
、
彼
ら
ク
ラ

ブ
Ｏ
Ｂ
会
の
活
動
状
況
を
記
し
た
パ

ネ
ル
が
ず
ら
り
と
並
び
ま
し
た
。
面

白
そ
う
に
見
て
お
ら
れ
る
方

々
に
誇

り
た
い
よ
う
な
気
さ
え
し
ま
し
た
。

ま
た
、
会
場
と
な

っ
た
体
育
館
で

は
、
軽
音
楽
の
同
好
者
が
大
音
響
を

奏
で
、
吹
奏
学
部
も
日
頃
の
練
習
の

腕
前
を
聴
か
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
合

唱
部
は
、
こ
の
日
の
た
め
に
岡
部
先

生
に
指
揮
を
依
頼
し
、
三
〇
名
近
い

参
加
者
が
何
回
か
の
練
習
を
重
ね
て

演
奏
に
臨
み
ま
し
た
。
合
唱
部
は
、

こ
れ
を
機
会
に
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
合
唱
団
を

結
成
、
活
動
を
始
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
ク
ラ
ブ
Ｏ
Ｂ
会
の
協
力

を
得
て
、
祝
賀
会
は
何
と
か
成
功
じ

ま
し
た
。
今
回
の
企
画
で
、
い
ず
み

会
々
員
の
力
強
さ
、
優
し
さ
を
存
分

に
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
今
後
の

同
期
会
、
ク
ラ
ブ
Ｏ
Ｂ
会
の
ま
す
ま

す
の
活
躍
に
期
待

い
た
し
ま
す
。

「祝典行進曲」で日頃の腕前を披露

『

‐
再 T竃

江悟[予

‐‐キ

]
| 
ただいま

場ξ塵亀勇ダレf′000余部販売済)  |
1   套彗費憲去誓坦殺勢曇′

0'000名掲載
  |

駐盤箕稔』
いずみ会50周年記念祝賀会 特別会計収支決算

予 算   決  算孝
'十

  日

i.収 入の部

(1)会費収 入

(2)いずみ会 一般 会計か
')

13)寄  付

にン兄  儀

2,500.000 5,260,000(※1)

700,000    700,000

887.500

40,000

千
'「
  「|

(8)祝賀会費

0予 備 費

①反省会

②謝 礼

③振替日座手数料
④会費納入欠席者

小冊千送料
⑤返金 (11重振j△等)

予 算   決 算

1,973,800(4,071,729)

3,712.665(※7)

359,064(※8)

449,000 (401,968)

180,680

115,000

43,830
23,458

39,000

1又入合計

2 支出の部

(1)会  場

(2)受  付

侶)式  典

僣)総  務

①会合費

②通信費

③印昴1代

(5)記録 ・広報

(6)イ̂ミント

04ヽ 冊 子

3,200,000  6,887.500

103,000  115,000(※2)

40.000  65,895(※3)

3,200     0(※ 4)

(435,000)(662,982)

250,000    292,162

56,899(※5)

35,000     75,110

150,000    238,811

50,000    135,219

96,000  109,033(※6)

50.000    121,648

支出合計 3,200,000  5,683,474

差引残高 1,204,026

(※1)7.000円 ×488人+5,000円 ×361人+3,000円 X13人

(※2)机 レンタル等  (※ 3)名 札 ・文房具 ・コピー等

(※4)受 付関連 費に含む  (※ 5)当 日スタ ンフ昼食代

(※6)展 示パ ネル等  (※ 7)飲 食費 (業者支払分)

(※8)看 板 会場設営 給仕 盛 り花等 (業者支払分)
「広がれ/同 窓の輪」
100のパネルを展示
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同
窓
生
ひ
と
り
ひ
と
り
に
乾
杯
／

誇
　
り
　
と

憧

実
行
委
員
長

平
成
二
年
、
母
校
の
創
立
五
十
周

年
記
念
式
典
及
び
祝
賀
会
の
行
事
が

盛
況
裡
に
と
り
行
わ
れ
た
際
、
同
窓

会
で
あ
る

「
い
ず
み
会
」
も
挙
げ
て

協
力
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
が
、
今
度

は
そ
の

「
い
ず
み
会
」
自
身
の
誕
生

五
十
周
年
を
迎
え
、
母
校
の
そ
れ
に

も
増
し
て
意
義
の
あ
る
記
念
行
事
を

企
画
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し

た
。平

成
六
年

一
一
月
、
実
行
委
員
会

が
組
織
さ
れ
、
祝
賀
会
開
催
と
会
員

名
簿
の
整
備

。
発
行
と
を
柱
と
す
る

名
　
倉
　
光
　
雄

（中
―
期
）

記
念
事
業
の
準
備
が
始
ま
り
ま
し
た
。

皆
、
社
会
の
第

一
線
で
活
躍
さ
れ
、

或
い
は
学
業
に
励
ま
れ
て
い
る
多
忙

な
方
々
ば
か
り
で
し
た
。
彼
ら
の
無

報
酬
、
手
弁
当
の
献
身
的
な
奉
仕
活

動
に
よ
っ
て
、
こ
の
記
念
事
業
を
大

成
功
に
導
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

母
校
で
の
祝
賀
会
も
最
低
五
〇
〇

名

（各
期
ご
と

一
〇
名
）
の
目
標
を

大
幅
に
上
回
り
、
七
九
五
名
も
の
卒

業
生
と
恩
師
の
方
々
五
二
名
に
ご
出

席
頂
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

実
行
委
員
の
方
々
、
さ
ら
に
は
拡

大
実
行
委
員
と
し
て
参
加
し
て
く
だ

さ
っ
た
方
々
、
各
期
の
連
絡
を
ヨ
コ

糸
と
す
れ
ば
タ
テ
糸
と
な
る
部
活
動

等
を
軸
に
活
躍
し
て
く
だ
さ
っ
た
方

方
に
、
こ
の
紙
面
を
お
借
り
し
て
、

あ
ら
た
め
て
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ

る
次
第
で
す
。

同
窓
の
方
々
、
こ
れ
を
機
に
各
期

ご
と
或
い
は
各
文
化
部

・
運
動
部
等

の
Ｏ
Ｂ
会
ご
と
の
活
動
を
、
よ
り
い

っ
そ
う
活
発
に
し
て
頂
き
た
い
と
願

っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
こ
と
が
、
人

と
人
と
の
つ
な
が
り
を
深
め
、
同
窓

会
を
よ
り
活
性
化
さ
せ
る
こ
と
に
な

り
、
ひ
い
て
は
母
校
の
発
展
に
も
つ

な
が
る
も
の
で
あ
る
と
信
じ
ま
す
。

末
筆
な
が
ら
、
母
校
の
校
長
先
生

を
は
じ
め
各
先
生
方
、
並
び
に
関
係

者
の
皆
様
方
の
ご
厚
情
、
ご
協
力
に

厚
く
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

わ
が
、
大
泉
の
同
窓
生
ひ
と
り
ひ

と
り
に
乾
杯
／

「
孫
が
大
泉
に
入
り
、
あ
ん
た
が

校
長
と
聞
い
て
電
話
し
た
ん
だ
。

実
は
、
息
子
も
息
子
の
嫁
も
大
泉

で
ね
。
孫
は
中
学
の
担
任
に
西
高
を

薦
め
ら
れ
た
が
、
『僕
は
大
泉
と
決
め

て
い
ま
す
。
』
っ
て
言

っ
た
ん
だ
そ
う

だ
。
息
子
も
喜
ん
で
い
た
よ
。
よ
ろ

し
く
ね
…
…
」

電
話
の
向
こ
う
は
元
都
立
高
校
長

の
大
先
輩
で
し
た
。

保
護
者
会
の
後
な
ど
で

「
下
の
子

供
が
今
度
受
験
な
ん
で
す
が
、
是
非

大
泉
に
入
れ
た
い
ん
で
す
」
と
い
う

声
を
伺
う
こ
と
も
珍
し
く
あ
り
ま
せ

ん
。親

子
で
、
夫
婦
で
、
兄
弟
で
大
泉

同
窓
生
と
は
嬉
し
い
限
り
で
す
。

入
試
制
度
が
単
独
選
抜
と
な

っ
て

三
年
、
か
つ
て
の
ご
と
く
本
校
を
真

に
希
望
す
る
生
徒
が
入
学
す
る
大
泉
。

そ
れ
だ
け
に
、
初
代
校
長
室
岡
孝

治
先
生

の
標
榜

さ
れ
た

「
自
主
創

造

・
文
武
両
道
」
の
伝
統
を
守
り
続

け
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

第
十
五
代
校
長
　
士
口
　
野
　
尚
　
也

昨
年
の
一
〇
月

一
四
日
に
行
わ
れ

た

「
同
窓
会
創
立
五
十
周
年
」
に
お

集
ま
り
の
八
〇
〇
名
を
越
え
る
卒
業

生

・
教
職
員
達
の
熱
き
思
い
は
、
私

の
胸
に
も
ず
し
り
と
感
ず
る
も
の
が

あ
り
ま
し
た
。

特
に
、
昭
和
二
〇
年
卒
の
中
学
１

期
生
の
方
々
の
絆
の
強
さ
と
意
気
軒

昂
な
お
姿
に
は
、
頭
の
下
が
る
思

い

力
い
た
し
ま
し
た
。

中
学
２
期
の
田
中
英
道
会
長
を
は

じ
め
卒
業
生
各
位
に
は
、
入
学
式

・

体
育
祭

・
進
路
懇
談
会

・
部
活
動
や

合
宿

・
卒
業
式
等
々
、
お
世
話
に
な

る
ば
か
り
で
あ
り
ま
す
。

各
界
で
活
躍
さ
れ
る
同
窓
の
諸
先

輩
は
、
在
校
生
に
と

っ
て
は
誇
り
と

憧
れ
で
あ
り
、
大
い
な
る
目
標
で
も

あ
り
ま
す
。

そ
し
て
、
同
窓
会

「
い
ず
み
会
」

の
発
展
は
、
創
立
五
十
五
周
年
を
迎

え
た
母
校
大
泉
高
校
の
発
展
で
も
あ

り
ま
す
。

い
ず
み
会
の
ま
す
ま
す
の

ご
発
展
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

教

職

員

人

事

異

動

▼
転
出

・
退
職

（新
任
校
）

日
史
　
牧

野

　

茂
（新
宿
・嘱
託
）

数
学
　
幸

田

泰

伸
（北
野
・嘱
託
）

英
語
　
田
中

裕

子
（西
・嘱
託
）

保
体
　
星

　

寿

男
（羽
村
）

保
体
　
大

田

和

久
（鷺
宮
）

社
会

沢

辺

朋

史
栞

福
）

社
会
　
小
島
真
理
子
（紅
葉
川
）

数
学
　
沼

田

英

一
（文
京
）

事
務
　
角
田
由
理
子
（東
京
女
性
財
団
）

事
務
　
丸

山

秀

一
（清
瀬
）

事
務
　
長

浜

真

人
（中
野
養
護
）

▼
転
　
入

（前
任
校
）

世
史
　
横

倉

　

絢
（板
橋
）

地
理
　
鈴

木

　

基
（赤
坂
）

数
学
　
橋

口
修

承
（国
立
）

数
学
　
上

内

　

進
（練
馬
）

保
体
　
鎌

田

重

行
（武
蔵
）

英
語
　
小

泉

　

力
（保
谷
）

事
務
　
向

江

芳

樹
（福
祉
局
）

事
務
　
一呂
橋

恭

子
（戸
山
）

事
務
　
松

本

弘

樹
（文
京
）

感謝状の贈呈。左は大竹前会長

祝賀会で。中央が吉野校長

800名を越す参カロ者で賑わつた

懐かしい先生方……
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平
成
八
年
度

（
一
九
九
六
年
度
）

の
い
ず
み
会
幹
事
総
会
が
六
月
二
月

母
校
に
て
出
席
幹
事
五
〇
名
の
も
と

に
開
催
さ
れ
た
。
（司
会
・高
２４
期
真

柳
仁
／
議
長

・
高
２８
期
西
澤
正
博
）

主
な
議
事
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

・
七
年
度
事
業
報
告
及
び
決
算

・
八
年
度
事
業
計
画
及
び
予
算
案

・
役
員
改
選

。
そ
の
他

鈴
木
前
副
会
長
か
ら
昨
秋
に
開
催

さ
れ
た
五
十
周
年
記
念
行
事
が
関
係

者
の
総
力
を
結
集
し
た
結
果
大
変
な

成
功
に
終
わ
り
、
そ
れ
に
伴
い
特
別

会
計
も
予
想
を
上
回
る
額
を
残
し
た

旨
報
告
が
あ
っ
た
。
記
念
名
簿
も
賛

助
広
告
収
入
が
目
標
額
を
越
え
、
売

り
上
げ
も
好
調
で
あ
る
と
の
報
告
で

あ
っ
た
。
名
簿
の
情
報
が
古
く
な
ら

な
い
う
ち
に
新
入
会
員
へ
の
配
布
及

び
会
員

へ
の
積
極
的
販
売
を
展
開
し

残
部
を
消
化
し
た
段
階
で
次
回
発
行

を
検
討
し
た
い
と
の
吉
田
名
簿
部
長

の
発
言
が
あ

っ
た
。

ま
た
名
簿
部
会
が
中
心
に
な

っ
て

進
め
て
い
る
会
員
情
報
の
デ
ー
タ
ベ

ー
ス
化
も
順
調
で
あ
り
、
各
期
名
簿

担
当
者
の
努
力
に
よ
り
全
会
員
の
約

七
割
の
住
所
等
が
判
明
し
て
い
る
。

今
期
か
ら
は
同
期
会
の
連
絡
等
に
活

用
す
る
た
め
、
宛
名
ラ
ベ
ル
を
希
望

す
る
期
に
年

一
回
に
限
り
提
供
す
る

旨
説
明
が
あ

っ
た
。
さ
ら
に
会
費
納

入
等
の
会
計
処
理
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ー
化
も
予
定
さ
れ
て
い
る
。

各
期
の
力
を
合
わ
せ
た
魅
力
的
な
総
会
開
催
を
期
す

一
方
会
費
収
入
の
面
か
ら
新
入
会

員
の
減
少
傾
向
に
対
し
て
質
疑
が
あ

り
、
会
の
財
政
は
、
将
来
を
考
え
る

と
決
し
て
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
で

あ
る
と
の
確
認
が
な
さ
れ
た
。

こ
れ
ら
諸
事
業
の
報
告

・
計
画
と

質
疑
応
答
を
う
け
て
、
予
算

。
決
算

に
つ
い
て
は
拍
手
で
承
認
さ
れ
た
。

役
員
改
選
に
関
し
て
は
、
幹
事
全

員
に
事
前
に
候
補
者
紹
介
文
が
送
付

さ
れ
て
お
り
、
特
別
に
信
任
投
票
を

求
め
る
動
き
も
無
か
っ
た
た
め
、
再

選
を
含
め
た
会
長
、
副
会
長
、
理
事

及
び
監
査
役
の
二
〇
名
が
信
任
さ
れ

た
。
ま
た
、
今
回
で
理
事
を
退
任
す

る
役
員
に
つ
い
て
前
副
会
長
か
ら
紹

介
が
あ
り
、
謝
意
を
込
め
た
盛
大
な

拍
手
が
送
ら
れ
た
。

総
会
に
つ
い
て
慣
例
で
あ

っ
た
六

月
第

一
日
曜
開
催
を
今
年
か
ら
秋
に

変
更
し
た
。
ま
た

一
般
会
員
に
主
体

的
に
総
会
に
参
加
し
て
も
ら
う
た
め
、

活
性
化
の

一
策
と
し
て
当
番
期
に
よ

る
企
画
推
進
案
が
提
起
さ
れ
た
。
今

年
度
は
高
６
、
１６
、
２６
、
３６
、
４６
の

各
期
が
当
番
期
と
な

っ
た
。
同
期
会

を
計
画
す
る
も
よ
し
、
恩
師
を
囲
む

も
よ
し
、
各
期
の
力
を
合
わ
せ
魅
力

的
な
総
会

・
懇
親
会
を
企
画
運
営
し

て
も
ら
う
こ
と
と
な

っ
た
。

現
在
の
同
窓
会
室
は
、
円
形
校
舎

三
階
に
あ
る
が
、
事
実
上
物
置
化
し

て
お
り
、
会
議
や
印
刷
作
業
、
名
簿

や
備
品
の
保
存
設
置
等
の
需
要
を
満

た
せ
る
状
態
に
な
い
。
こ
の
た
め
是

非
と
も
母
校
内
に
新
た
に
同
窓
会
室

用
の
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
し
て
く
れ
る

よ
う
学
校
に
要
望
す
る
事
に
な
っ
た
。

い
ず
み
会
を
運
営
す
る
メ
ン
バ
ー

に
も
っ
と
若
い
人
の
力
が
欲
し
い
、

も
っ
と
同
窓
会
に
気
軽
に
参
加
し
て

も
ら
お
う
と
方
策
が
検
討
さ
れ
、
今

ま
で
卒
業
式
前
日
の
「
入
会
式
」
に
会

長
が
祝
辞
と
と
も
に
会
の
概
要
を
説

明
し
て
き
た
こ
と
に
加
え
、
今
年
度

か
ら
新
入
幹
事
を
囲
む
会
を
計
画
し
、

初
夏
に
実
施
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

活
発
な
意
見
交
換
を
経
て
全
議
事

を
確
認
し
、
和
気
謁
々
の
う
ち
閉
会

と
な
っ
た
。
　

　

（高
２０
期
　
寺
）

新
入
幹
事
と
の
懇
談
会

総
会
や
記
念
祝
賀
会
等
各
種
行
事

を
開
催
し
た
際
、
若
手
会
員
の
参
加

が
少
な
く
、
そ
れ
な
ら
日
頃
か
ら
い

ず
み
会

へ
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
う

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
の
声

が
高
ま
り
、
そ
の
一
環
と
し
て
今
年

度
よ
り
新
入
幹
事
と
い
ず
み
会
執
行

部
と
の
懇
談
会
開
催
が
決
ま
っ
た
。

七
月
十
三
日
池
袋
に
て
高
校
４８
期

新
入
幹
事
六
名
を
迎
え
、
田
中
会
長

以
下
六
名
の
出
席
の
も
と
和
や
か
な

う
ち
に
二
時
間
の
会
が
催
さ
れ
た
。

執
行
部
よ
り
会
の
概
要
や
幹
事
の

役
割
説
明
を
し
た
後
、
今
後
の
名
簿

管
理
や
会
へ
の
協
力
を
依
頼
し
、
８

組
の
問
脇
卓
也
氏
に
、
期
の
窓
口
を

お
願
い
し
た
。
同
期
会
と
会
と
の
パ

イ
プ
を
繋
ぐ
必
要
を
お
互
い
に
確
認

し
て
散
会
し
た
。

幹

事

総

会

報

告

高校48期 いずみ会幹事

1組 柿島 拓真 176 練馬区貫井52514    39906491

木下美穂子 179 練馬区田柄42214    39390680

2組  田原 謙 - 176 練馬区豊玉南3145    39486452

山口 昭子 164 中野区中野6156-A102 33600673

3組  上村 人輔 167 本多並区今川32214301  33947587

福沢 綾子 177 練馬区高野台51310   53933951

4111 三好  誠 176 練馬区向山191302   39988752

L坂  彩 179 練馬区上支田252    39782887

5組  大田 俊彦 179 練馬区北町613203    39334779

大岩 志緒 176 練馬区豊玉中3215    39911518

6組  相馬 崇裕 179 練馬区北町617106    39335403

石川美由紀 179 練馬区上支田3228101  38671164

7組  青山 哲雄 178 練馬区東大泉719    39789510

河西 智子 179 練馬区春日町3208    39267437

8組  門脇 卓也 178 練馬区大泉学園町61412 39211613

西村 信行 177 練馬区石神井台2166   39973067

※ 幹事の役割は、幹事総会への出席の他、各期の名簿管理・会報

の発送などです。高校48期の皆さんは、住所変更等ありましたら、

上記幹事にごi皇絡 ください。



(5) 第40号 会報 い ず み 平成 8年 (1996年)9月 14日 発行

実
り
の
秋
間
近
、
会
員
の
皆
様
方

に
は
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し

上
げ
ま
す
。
日
頃
は
本
会
の
活
動
に

対
し
、
ご
理
解
と
ご
支
援
を
い
た
だ

き
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
の
六
月
の
幹
事
総
会
に
於
て
再

び
会
長
に
立
候
補
し
、
引
き
続
き
信

任
い
た
だ
き
ま
し
た
。
学
校
環
境
も

入
試
制
度
の
変
更
で
意
欲
あ
る
生
徒

の
入
学
に
よ
り
、
刻
々
と
変
化
し
つ

つ
あ
る
様
に
感
じ
ら
れ
る
中
、
三
四

六
名
の
高
校
４８
期
生
を
迎
え
入
れ
、

会
員
総
数
も

一
八
、
五
〇
〇
名
余
り

に
な
り
ま
し
た
。
開
か
れ
た
い
ず
み

会
、
み
ん
な
の
い
ず
み
会
を
目
指
し

て
、
会
務
運
営
の
透
明
化
と
活
性
化
、

併
せ
て
経
費
節
減
の
努
力
を
し
な
が

ら
、
役
員
並
び
に
各
期
の
幹
事
、
会

員
各
位
の
ご
協
力
に
よ
り
、
規
約
改

正
、
会
費
制
導
入
、
会
計
の
健
全

・

明
朗
化
、
財
政
基
盤
の
確
立
等
々
、

着
実
に
実
行
さ
れ
、
体
制
も
漸
く
整

っ
て
参
り
ま
し
た
。

昨
年

一
〇
月

一
四
日
に
は
、
い
ず

み
会
創
立
五
十
周
年
記
念
式
典
及
び

祝
賀
会
を
母
校
体
育
館
に
於
て
開
催
。

名
倉
実
行
委
員
長
を
中
心
に
、
役
員
、

幹
事
各
位
の
献
身
的
な
ご
努
力
に
よ

り
、
会
員
七
九
五
名
、
教
職
員
五
二

名
の
参
加
を
得
、
大
変
な
盛
況
で
、

い
ず
み
会
の
す
ば
ら
し
い
底
力
、
パ

ワ
ー
を
感
じ
ま
し
た
。
会
員
相
互
の

こ
の
大
き
な
親
睦
の
和

（輪
）
の
広

が
り
を
崩
す
こ
と
な
く
、
も
う

一
廻

り
も
二
廻
り
も
大
き
く
し
て
行
き
た

い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。
ご
支
援
ご

協
力
を
賜

っ
た
関
係
各
位
に
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

例
年
、
い
ず
み
会
総
会
は
六
月
の

第

一
日
曜
日
に
開
催
し
て
お
り
ま
し

た
が
、
本
年
は
そ
の
日
を
定
時
幹
事

総
会
と
し
、
い
ず
み
会
総
会
は
秋
〔本

年
は

一
〇
月
二
七
日

（
日
と

の
開
催

〈
〓
　
長

　

田

に
変
更
い
た
し
ま
し
た
。
又
、
初
め

て
の
試
み
で
す
が
、
各
期
の
活
性
化

と
新
入
材
発
掘
の

一
環
と
し
て
、
総

会
の
企
画
立
案
、
準
備
運
営
を
下

一

桁

「
六
」
の
期
に
お
願

い
す

る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
該
当
さ
れ
る
期
の

方
は
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。名

簿
部
で
は
、
五
十
周
年
記
念
事

業
の

一
環
と
し
て
、
新
名
簿
を
発
刊

い
た
し
ま
し
た
。
パ
ソ
コ
ン
導
入
に

よ
り
、
各
期
の
名
簿
の
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
化
、
宛
名
ラ
ベ
ル
の
印
刷
等
が
可

能
と
な
り
、
又
会
費
の
入
金
管
理
シ

ス
テ
ム
も
整
い
つ
つ
あ
り
ま
す
。
現

状
で
は
、
約
八
割
の
会
員
の
住
所
等

が
判
明
し
て
い
る
状
況
で
す
。

り
多
く
の
方
々
か
ら
の
ご
協
力
が
得

ら
れ
る
様
、
今
費
納
入
の
お
願
い
を

各
期
の
幹
事
を
通
じ
て
推
進
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
今
年
か
ら
若
い
期
の
い
ず
み

会

へ
の
参
加
意
識
を
高
め
る
た
め
、

新
入
幹
事

（高
校
４８
期
）
と
の
懇
談

会
を
開
催
。

い
ず
み
会
会
員
と
な
る

こ
と
の
意
義
を
伝
え
、
い
ず
み
会
活

動

へ
の
理
解
と
参
加
、
期
の
名
簿
維

持
管
理
を
お
願
い
い
た
し
ま
し
た
。

学
校
及
び
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
も
密
な
る
連

繋
を
保
ち
ハ
年
に

一
、
二
回
の
懇
談

会
を
開
催
し
、
情
報
の
交
換
、
意
志

の
疎
通
を
は
か
り
、
現
役
生
に
対
し

側
面
よ
り
助
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

激
動
と
改
革
の
時
期
も
過
ぎ
、
い

ず
み
会
が
築
い
て
来
た
基
盤
を
将
来

の
発
展
に
向
け
て
、
し

っ
か
り
と
固

め
て
行
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ど
う
ぞ
引
き
続
き
ご
支
援
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

開
か
れ
た

い
ず
み
会
、
み
ん
な
の
い
ず
み
会
を

中

英
　
　
道

（中
２
期
）

会
報
部
で
は
、
昨
年
九
月
に
第
３９

号
を
発
行
し
、　
一
四
、
○
○
○
余
名

の
会
員
に
発
送
し
ま
し
た
。
本
年
も

九
月
中
旬
に
会
報
を
発
行
し
、
と
く

に
総
会
開
催
と
そ
の
企
画
を
広
く
会

員
に
伝
え
ま
す
。

会
費
収
入
に
つ
い
て
も
、
少
子
化

現
象
に
よ
り
年
々
新
入
会
員
が
減
少

し
て
参
り
ま
す
。
今
年
か
ら
は
、
よ

名

簿

整

備

は

一
大

事

業

副
会
長

二
年
前
、
同
期
会
の
一
部
の
幹
事

か
ら
煽
て
ら
れ
て
理
事
に
推
薦
さ
れ
、

初
め
て
い
ず
み
会
の
運
営
に
参
加
し

ま
し
た
。
丁
度
、
五
十
周
年
記
念
事

業
を
行
う
年
で
、
名
簿
部
会
に
属
し
、

各
期
の
名
簿
担
当
幹
事
を
発
掘
し
て
、

名
簿
を
整
備

。
刊
行
す
る
と
い
う
大

茂

木

光

男

亨

趣

変
な
作
業
を
経
験
し
て
考
え
さ
せ
ら

れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

卒
業
し
て
か
ら
何
年
か
は
、
集
ま

ろ
う
と
い
っ
て
も
あ
ま
り
そ
の
気
に

な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
三
十
代
に
な

る
と
仕
事
や
家
事
、
育
児
に
忙
し
く

そ
れ
ど
こ
ろ
で
は
な
く
な
り
、
四
十

代
か
ら
五
十
代
に
な
る
と
、
男
性
、

女
性
と
も
そ
れ
ぞ
れ
生
活
が
落
ち
着

き
、
高
校
時
代
を
懐
か
し
く
感
じ
る

人
も
出
て
き
ま
す
。
さ
て
同
期
会
を

開
こ
う
と
思
っ
て
何
人
か
に
声
を
掛

け
て
も
そ
れ
か
ら
が
大
変
な
作
業
と

な
り
ま
す
。
こ
こ
で
幹
事
を
引
き
受

け
て
苦
労
を
し
て
く
れ
る
人
を
探
す

の
も
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

斯
く
い
う
私
た
ち
も
二
十
数
年
前

に
同
期
会
を
開
く
と
き
大
変
苦
労
し

ま
し
た
。
後
輩
の
皆
さ
ん
に
は
同
じ

轍
を
踏
ん
で
欲
し
く
な
い
と
思
い
ま

す
。二

十
代
、
三
十
代
の
う
ち
に
同
期

生
の
消
息
を

つ
か
め
る
組
織
が
出
来

れ
ば
と
思
い
ま
す
。
そ
ん
な
こ
と
の

手
助
け
を
し
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

最
後
ま
で
読
ん
で
頂
い
た
方
に
感

謝
し
て
…
…
わ
た
し
の
趣
味
の

一
つ

に
奇
術
が
あ
り
ま
す
。
結
婚
式
向
け

の
奇
術
な
ど
も
あ
り
ま
す
の
で
、
興

味
の
あ
る
方
は
ご

一
報
下
さ
い
。

副
会
長

昨
年

一
〇
月
の
い
ず
み
会
五
十
周

年
記
念
行
事
を
お
手
伝
い
し
て
、
役

員
、
幹
事
お
よ
び
会
員
の
皆
様
方
の

パ
ワ
ー
に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

パ
ワ
ー
を
普
段
の
い
ず
み
会
活
動

・

行
事
に
結
集
出
来
る
様
な
シ
ス
テ
ム

作
り
に
、
微
力
な
が
ら
会
長
を
補
佐

石

井

晴

士

扁

Ｊ

し
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

名
簿
整
備
や
会
費
納
入
シ
ス
テ
ム

は
軌
道
に
乗
り
始
め
ま
し
た
が
、
シ

ス
テ
ム
を
維
持
す
る
た
め
に
は
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
が
大
切
で
す
。
会
員
の
消

息
を
期
毎
に
把
え
て
い
く
の
は
勿
論

で
す
が
、
部
活
動
や
職
場
や
隣
近
所

の
先
輩

・
後
輩
の
消
息

・
情
報
人
手

の
定
着
化
、
総
会
に
出
席
し
た
く
な

る
様
な
仕
掛
け
作
り
な
ど
、
い
ず
み

会
活
性
化
に
努
力
し
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
協
力
を

是
非
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

メ
ン
テ
ナ

ン
ス
の
大
切
さ
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:.収 入の部

(1)新入会員入会金 (346人)

12)本年度分会費(2,262人)

13)寄付

14)総会参加費

“

)雑収入 (利息 ・祝儀等)

にわ0周年祝賀会残金

17)名簿 ・50周年記念誌売上

18)前期繰越金

1,730,000

2,262,000

1,039,000

60,000

100,000

1,204,026

100,000

2,368,158

8 863 184

【支出の部】
総 会 費

300,000 堡曇左警言
会合費  3::|:::  2631:::

会 報 費 1,610,000  1,860,202

平成8年度いずみ会予算 平成7年度いずみ会決算
平 成 8年 3月 31日

科  目    予 算    決 算

【収入の部】
新 入 会 員 入 会

含 8人)1'790,000 1,800,000

本 年 度 分 会
層 610人)1'625,000 1,625,000

寄 付        1,171,000 1.171,000

粥さ

`ヽ

2,カロヨキ           60,000     32.000

雑 収 入 (オU息 ・祝 儀 ) 50,000  12,869

名 簿 代 ∝ 送料 を含む) 500,000 3,030,000

417撃うξ,カガ=響与引5澤ヽ 米+   350,000  1,332,794

名 簿 積 立 金 取 り崩 し 1,200,000     0

前 期 繰 越 金     1,676,900 1,676,900

収 入 合 計     8,422.90010,680,563

140.000    104,001

同 窓 会 名 簿 (50周年 記 念版 ) 1,477冊

会 を支 え る会 費 納入の お願 い

★会費制を導入して 2年半がたちましたが、

まだまだ財政的に安心できる状態ではあ

りません。より数多くの皆さんに納入い

ただくことにより、同窓会活動が長期的

に円滑に進みます。まだ、の方にはあら

ためてご協力をお願いします。

★高校卒業後10年たった会員に、会費納入

をお願いしています。

★ 5年分まとめて 5千 円、10年分まとめて

1万 円、といった形でも結構です。

★同封の振込用紙にて、お近 くの郵便局よ

りお願いします。お名前、卒業期もしく

は生年月をお忘れなく。会員番号(宛て名

ラベルに表示)も必ずご記入ください。

★高校39期以降の方は、まだ会費を納める

必要はありません。お振込いただいた場

合は、会費の先払いとして扱います。

★会費納入は70歳迄です。終身会費をお支

払いの際は、計算をお間違いなく。

★既に複数年分の納入をされている方につ

いては、いつまで納めているのか、会報

郵送の宛て名ラベルに表示してあります。

★終身会費を越えた金額を振 り込まれた場

合、越えた部分は寄付としての扱いをさ

せていただきますので、ご了承 ください。

★ご寄付については、いつでも大歓迎です。

*  *  *

★前年度の会費納入者 ・寄付者の一覧は、

別刷 りの冊子をご覧 ください。

*  *  *

★お問い合わせ等は、いずみ会会計担当ま

でお願いします。

同志社

立命館

その他

(収入合計)

2.支 出の部

(1)総会費

鬱)役員 ・幹事会合費

1幹 事総会開催費

2理 事会 ・役員会費

3執 行部運営費

4部 会 ・委員会費

5新 入幹事会合費

13鴻監査役会費

14)会報費

1印 刷費

2発 送費

3封 書費

4そ の他諸経費
(57会費徴収経費

1回 座振替手数料

2振 込用紙印刷費等

16)名簿調査管理費

0母 校連絡費
18)新入会員向け名簿作成費
(9)雑費

00名簿積立金支出

OD予備費

02設備 ・什器 ・備品費

1パ ソコン (ハー ド)

2パ ソコン (ソフ ト)

牛鸞i雪隋 博 Ч
砒 脚

輩 霜 贅

齢 支 出

 詰 澱

L鴫

350,000

1,500,000

150,000

50,000

63,080

50,000

500,000

100,000

200,000

50,000

400,000

100,000

50周 年 事 業 費     700.000  700,000

467撃タトたヽ ヨを        3.415,000  4,366,077
設 備 ・什 器 ・備 品 費  430,000  383,247
次 期 繰 越 金     1,044,730 2,368,158

'こ

J」イト言ヤ        8,422,900 10,680,563

いずみ会財産
平成 8年 3月 31日 現 在

【現 ″ill l金】 会言1係 手持 現 金   243.282

普通 預 金     3,251,308

定 期 積 立 預 金    1200,()0()

郵 イ更l」モ1本1 l r714(1)   77.594
(2)    192.160

fF`1更■i'金     5,673.629

`走
省貞劇

`(更
■

'金

   10,000,000

20 637 973

【内  ″t】 前受 会 でセ等    15865,789

般 会「1次則撤 越

`ヽ

2,368.158

5()周年特別会FI残金 1,204()26
350,000       名簿積 ウ1り1当金  1.200,000

50 000                 /1言1          20.637.973

高校 40周 年 記 念 誌 50冊(言十)

l131次期 繰 越 金

4,653,080

4,210,104
高校50周年記念誌
パ ソコン ・プ リンター

260冊

各 1台

国公立 大学

大学名 新卒
_|ヒ7畢樋菫     0

筑波    1

茨城    2

埼玉    6

千葉    0

東京農工  3

東京工 業  0

東 京水産  0

電 気通 信  1

横 浜国立  0

信り11   1

名古屋   1

東京都 立  1

その他   0

文教

青 山学院

亜細亜

大妻女子

学習院

共立女子

杏林

慶應義塾

工学院

国学 院

ICU

駒沢

実践女子

芝浦工 業

上智
日召オロ女子

女子栄養

白百合

駿 河台

成F笑

成城

聖心女子

清泉女子

専修
大東文化

玉り||

中央

津田塾

東海

東京家政

東京経済

東京女子

東京電機

東京農業

東京薬科

東京理科

東洋
日本
日本女子

法政

武蔵

武蔵工業

武蔵野音楽
明治

明治学院
明治薬科

明星
立教

早稲田

合計

短大

大学名 |
十文字学園

青山学院

跡見女子

大妻女子

学習院女

実践女子
日召和女子

女子栄養

成城

東京家政

東京経済
東洋女子

武蔵野女子
明治

立教女学院
その他

(支出合 計 )

大泉高校新 ・

8.863.184

旧卒業生の進学状況
(平成 8年 6月現在)

２
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１
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１
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５

３

２

・１

９

２
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２８
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３

２９

２４

４

１

２６

・４

４

２

・６

・１

１
・５
・３
０

・７
１

・０
２
１
０
６
６
２

・６
・５
２８
０

２．
１２
３
０

・９
・３
４
ｌ
ｎ
９

１

４

・０

１

６

０

３

３

２

２

５

３

０

・０

・３

・４

３

８

・２

１

１

７

１

０

１

５

２

０

２

７

３

４

４

１

２

３

０

０

４

２

４

０

１

７

１

４

‐０

１

１

計

１

２

３

・４

３

６

１

３

２

〈
ロ

卒

１

１

１

８

３

３

１

３

１

１

０

０

３

６

日
計

７

５

２

７

３

１

２

１

２

２

２

１

２

１

４

３７

合卒

０

０

０

０

０

１

０

０

０

０

０

０

０

１

０

８

日卒

７

５

２

７

３

０

２

１

２

２

２

１

２

０

４

２９

新

合言+      16    32

私立 大学

大学名 新卒  旧卒

跡 見女子  6  1

独協    2  3

48

合計

7

5

合計

専門学校

9

2
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お

め

で

と

う

上
代
淑
人
氏
に
聞
く

紫
綬
褒
章
受
章

同
期
生
菊
谷
義
美
氏
と
対
談

菊
谷
　
昨
年
秋
の
紫
綬
褒
章
受
章
、

お
め
で
と
う
。
こ
れ
は
学
術

。
芸
能

の
分
野
で
優
れ
た
業
績
を
あ
げ
た
方

に
与
え
ら
れ
る
も
の
だ
そ
う
で
す
が
、

そ
の
内
容
に
つ
い
て
少
し
…
…
。

上
代
　
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
私
は

た
だ
永
い
歳
月
を
か
け
て
、
ひ
と
つ

の
研
究
を
続
け
て
き
た
だ
け
で
す
。

受
章
は

「
生
化
学
の
研
究
」
と
い
う

こ
と
で
す
が
、
こ
れ
は
基
礎
医
学
の

ひ
と
つ
の
分
野
で
、
病
気
の
原
因
を

分
子
レ
ベ
ル
で
明
ら
か
に
し
、
治
療

へ
の
道
を
拓
く
と
い
う
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

菊
谷
　
ど
う
い
う
動
機
で
医
学
を
選

ん
だ
の
で
す
か
。

上
代
　
私
た
ち
が
大
泉
中
に
い
た
頃

は
軍
国
主
義
の
時
代
で
、
戦
争
に
勝

つ
こ
と
だ
け
を
考
え
て
必
死
に
働
き

ま
し
た
。
そ
れ
が
、
四
年
生
の
夏
に

敗
戦
を
迎
え
て
、
急
に
価
値
観
が
変

り
、
生
き
る
目
的
を
失

っ
た
よ
う
な

頃
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
と
き
、
私

は
医
者
に
な

っ
て
病
気
の
人
を
治
す

た
め
に
働
く
と
い
う
ょ
う
に
、
い
つ

の
時
代
で
も
世
の
中
の
役
に
立
つ
よ

う
な
仕
事
を
、　
一
生
や
り
た
い
と
決

心
し
ま
し
た
。

菊
谷
　
だ
け
ど
、
専
門
と
し
て
は
臨

床
医
で
は
な
く
、
基
礎
医
学
の
研
究

の
道
を
選
ば
れ
た
の
は
…
…
。

上
代
　
イ
ン
タ
ー
ン
で
患
者
の
診
療

に
た
ず
さ
わ

っ
て
い
る
頃
に
、
も

っ

と
病
気
の
原
因
を
つ
き
と
め
て
み
た

い
、
そ
れ
と
医
学
の
教
育
を
担
当
し

て
、
多
く
の
医
者
を
育
て
て
み
た
い

と
思

っ
た
の
で
す
。

ブ

レ
イ
ン
・
サ
イ
エ
ン
ス
の
時
代

菊
谷
　
研
究
の
内
容
に
つ
い
て
も
う

少
し
詳
し
く
…
…
。

上
代
　
私
が
生
化
学
の
研
究
を
は
じ

め
た
頃
、
遺
伝
子
の
構
造
が
わ
か
り
、

分
子
生
物
学
と
い
う
新
し
い
分
野
が

急
速
に
発
展
し
、
生
物
学
が
分
子
の

レ
ベ
ル
で
理
解
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ

て
き
ま
し
た
。
私
は
医
学
部
の
出
身

な
の
で
、
病
気
を
分
子
の
レ
ベ
ル
で

理
解
し
よ
う
と
考
え
、
そ
れ
が
い
わ

ゆ
る
分
子
医
学
と
い
う
方
向
に
発
展

し
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
、
分
子
治
療

と
い
う
方
向
に
進
ん
で
い
ま
す
。
遺

伝
子
治
療
も
そ

の
ひ
と

つ
で
す

が

菊
谷
　
癌
と
も
関
係
が
あ
り
ま
す
か
。

上
代
　
勿
論
で
す
。
こ
の
二
〇
年
間

で
癌
が
、

い
わ
ゆ
る
癌
遺
伝
子
、
癌

抑
制
遺
伝
子
の
変
異
に
よ

っ
て
お
こ

る
こ
と
が
、
は
っ
き
り
し
て
き
ま
し

た
。
こ
れ
ら
の
遺
伝
子
は
、
私
た
ち

の
染
色
体
に
あ

っ
て
、
本
来
生
理
的

に
重
要
な
役
割
を
果
し
て
い
る
も
の

で
す
。
し
た
が
っ
て
癌
の
治
療
は
難

か
し
い
の
で
す
が
、
そ
れ
で
も
個
々

の
癌
に
つ
い
て
遺
伝
子
の
変
異
の
実

体
が
明
ら
か
に
さ
れ
れ
ば
、
そ
れ
に

対
す
る
治
療
の
方
法
が
考
え
ら
れ
る

で
し
ょ
う
。
現
在
で
は
四
人
に

一
人

は
癌
で
死
ぬ
と
い
わ
れ
て
い
る
の
で
、

こ
れ
を
解
決
す
る
の
は
、
大

へ
ん
重

要
な
こ
と
で
す
。

菊
谷
　
生
命
科
学
の
今
後
の
目
標
は
。

上
代
　
一
一
一
世
紀
は
脳
の
サ
イ

エ
ン

ス
が
中
心
に
な
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
高
次
神
経
活
動
が
、
わ
れ
わ
れ

の
研
究
対
象
に
近
づ
い
て
き
て
い
ま

す
。
記
憶
と
か
、
そ
れ
か
ら
愛
と
か

悲
し
み
と
い
っ
た
情
念
も
物
質
の
レ

ベ
ル
で
捉
え
ら
れ
、
精
神
が
ど
の
よ

う
な
分
子
的
基
盤
の
上
に
立
つ
も
の

か
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
。

菊
谷
　
話
は
変
り
ま
す
が
、
私
た
ち

は
、
大
泉
中
の
２
期
生
で
、
そ
の
頃

大
泉
の
校
風
は
私
た
ち
が
創

っ
て
い

く
と
い
う
気
概
が
あ
り
ま
し
た
。

上
代
　
菊
谷
君
は
三
〇
年
近
く
大
泉

で
教
鞭
を
と
ら
れ
て
い
ま
し
た
ね
。

同
級
生
が
母
校
で
ず

っ
と
教
育
に
あ

た

っ
て
い
る
と
い
う
の
が
、
私
た
ち

の
誇
り
で
し
た
。

菊
谷
　
私
は
高
等
師
範
を
卒
業
し
て

か
ら
約
七
年
位
、
川
口
で
教
え
て
い

ま
し
た
が
、
三
二
年
に
土
屋
先
生
の

後
任
と
し
て
大
泉
に
赴
任
し
ま
し
た
。

そ
の
後
三
〇
年
間
勤
め
ま
し
た
の
で
、

大
泉
の
五
〇
年
の
歴
史
の
大
半
を
見

守

っ
て
き
ま
し
た
。

菊 谷 義 美

(きくたに。よしみ)

中 2期 、東京高師卒。

昭和33年より平成元

年迄大泉高校数学科

教諭、いずみ会 と学

校のパイプ役 として

も御活躍された。現

在東京女子体育大学

助教授。

上 代 淑 人

(かじろ 。よしと)

中 2期 、東大医卒。

東大医科研教授、退

官後米国で研究を続

ける。スタンフォー

ド大客員教授、DN

AX研 究所員を経て、

現在東工大客員教授、

専門は分子医学。

上
代
　
都
立
の
高
校
だ
か
ら
、
ひ
と

つ
の
学
校
に
そ
れ
だ
け
長
い
間
勤
め

ら
れ
る
の
は
余
り
例
が
な
い
の
で
は

菊
谷
　
他
か
ら
誘
わ
れ
た
こ
と
も
あ

り
ま
す
が
、
私
は
大
泉
に
残
り
ま
し

た
。
居
心
地
が
よ
か
っ
た
の
で
し
ょ

う
ね
。
野
澤
（要
助
）先
生
も
よ
く
言

わ
れ
ま
し
た
が
、
大
泉
を
西
武
沿
線

の

一
番
よ
い
学
校
に
す
る
ん
だ
と
い

う
意
気
ご
み
で
頑
張

っ
て
き
ま
し
た
。

人

生

一

二

０

年

上
代
　
わ
れ
わ
れ
も
、
こ
れ
か
ら
の

長
寿
社
会
で
、
で
き
る
だ
け
現
役
で
、

生
き
甲
斐
の
あ
る
生
活
を
続
け
た
い

で
す
ね
。
人
間
は
生
物
学
的
に
は

一

二
〇
オ
ま
で
生
き
ら
れ
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
た
だ
寝
た
き
り
で
生

き
て
い
る
と
い
う
だ
け
で
は
駄
目
で
、

ク
オ
リ
テ
ィ
の
高

い
生
活
を
最
後
ま

で
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
、

医
学
の
目
的
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
、

そ
れ
を
目
標
に
し
て
研
究
を
続
け
て

い
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

菊
谷
　
も

っ
と
沢
山
、
す
ば
ら
し
い

話
を
お
聞
き
し
た
い
の
で
す
が
、
こ

の
辺
り
で
…
…
。
こ
れ
か
ら
の
ご
活

曜
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

二

一
世
紀
ま
で
も
見
通
さ
れ
る
上

代
淑
人
氏
の
お
話
は
、
菊
谷
義
美
氏

と
い
う
最
良
の
聞
き
手
を
得
て
、
大

へ
ん
有
益
で
し
た
。
ま
た
、
１２
面
に

は
小
林
綾
子
氏

（女
優
）
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
記
事
が
あ
り
ま
す
。

会
員
の
皆
さ
ん
、
あ
な
た
の
身
近

な
と
こ
ろ
に
、
こ
ん
な
す
ば
ら
し
い

業
績
を
あ
げ
た
人
が
い
る
、
広
く
世

に
知
ら
せ
た
い
チ
ャ
ー
ミ
ン
グ
な
人

が
い
る
、
意
外
な
人
物
が
大
泉
高
の

出
身
者
だ

っ
た
、
と
い
う
よ
う
な
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

ぜ
ひ
、
い
ず
み
会
事
務
局
に
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。
対
談

・
イ

ン
タ
ビ

ュ
ー

・
鼎
談
な
ど
、
ア
イ
デ
ィ
ア
も

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。



平成 8年 (1996年)9月 14日 発行 会報 い ず み 第40号

‐サ‐1●
―

神
、

,.._ _゙悧,_‖

昨
年
の
い
ず
み
会
創
立
五
十
周
年

記
念
祝
賀
会
は
、
我
々
に
は
卒
業
五

十
周
年
に
当
た
る
の
で
、
ク
ラ
ス
全

員
に
出
席
を
呼
び
掛
け
、
四
〇
人
が

集
ま
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
各
期
生
の

う
ち
で
最
大
の
参
加
者
数
で
し
た
。

五
年
前
か
ら
定
期
的
に
ク
ラ
ス
会
を

持
ち
、
名
簿
も
極
力
整
備
し
て
き
た

結
果
か
と
思
い
ま
す
。

昨
年
は
、
卒
業
五
十
周
年
記
念
文

集
『大
い
な
る
泉
を
去

っ
て
』
（
Ｂ
５

版

一
〇

一
頁
）
を
自
費
出
版
発
行
し

ま
し
た
。
我
々
は
昭
和

一
六
年
入
学

で
二
〇
年
卒
業
で
す
か
ら
、
全
く
戦

争
と
共
に
過
ご
し
た
母
校
生
活
で
し

た
。
終
戦
前
の

一
年
間
は
、
勤
労
動

員
で
現
在
の
武
蔵
野
市
緑
町
に
位
置

し
た

「中
島
飛
行
機
的
」
に
行
き
、

そ
こ
で
空
襲
の
直
撃
を
受
け
ま
し
た
。

文
集
に
は
こ
れ
ら
入
学
か
ら
卒
業
ま

で
の
母
校
生
活
七
四
編
が
生
々
し
く

語
ら
れ
て
い
ま
す
。

視
賀
会
で
は
、
吉
野
校
長
先
生
を

交
え
て
の
懇
談
時
、
こ
の
文
集
を
母

校
に
寄
贈
し
、
一
一年
後
の
我
々
の
「
古

希

の
会
」
に
は
是
非
出
席
下
さ
る
よ

う
お
願
い
し
た
次
第
で
す
。

記
念
文
集
は
残
部
少
々
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
希
望
の
方
に
は
実
費

（
一
、

五
〇
〇
円
）
で
お
分
け
し
ま
す
。

中
学
２
期
同
期
会
を
昨
年
の
い
ず

み
会
創
立
五
十
周
年
記
念
式
典
時
に

続

い
て
、
今
年
も
六
月

一
日

（
土
）、

新
橋
の
カ
フ
ェ
テ
ラ
ス

・
リ
ン
デ
ン

で
開
催
し
ま
し
た
。
い
つ
も
の
如
く

大
勢
集
ま
り
、
中
に
は
遠
く
酒
田
、

福
島
か
ら
も
参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。

面
影
は
残

っ
て
い
る
が
、
名
乗
ら
な

い
と
誰
だ

っ
た
か
判
ら
な
い
者
も
お

り
、
大
半
の
者
が
未
だ
現
役
と
い
う

若
さ
温
れ
る
大
盛
況
の
会
で
し
た
。

青
木

・
鈴
木
両
先
生
を
お
招
き
し
、

わ
が
同
期
会
恒
例
の
講
演
に
は
、
昨

秋
、
医
学
部
門
で
紫
綬
褒
章
を
受
章

し
た
東
工
大
生
命
理
工
学
部
客
員
教

授
の
上
代
淑
人
君
の
お
祝
い
を
兼
ね

て

「遺
伝
子
、
そ
の
本
体
の
Ｄ
Ｎ
Ａ

に
つ
い
て
、
更
に
分
子
医
学
の
研
究

と
遺
伝
子
治
療
に
つ
い
て
」
の
話
を

ご
本
人
に
し
て
頂
き
ま
し
た
。
（七
面

に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
あ
り
）

カ
ラ
オ
ケ
も
あ
り
、
青
木
先
生
の

お
年
に
見
え
ぬ
美
声
に
大
拍
手
。
鈴

木
先
生
の
詩
吟
を
は
じ
め
、
皆
夫
々
、

年
期
の
入
っ
た
数
々
の
歌
の
披
露
で
、

時
の
経
つ
の
も
忘
れ
る
程
で
し
た
。

我
々
中
学
２
期
は
校
歌
も
無
し
で
過

ご
し
た
の
で
、
最
後
に
全
員
で
校
歌

が
わ
り
に

「星
影
の
ワ
ル
ツ
」
を
合

唱
し
、
ま
た
来
年
も
お
互
い
に
健
康

に
留
意
し
て
元
気
な
姿
で
再
会
し
よ

う
と
誓
っ
て
散
会
し
ま
し
た
。

樹
齢
五
〇
年
を
超
え
る
桜
並
木
を

く
ぐ
り
抜
け
、
五
十
周
年
記
念
視
賀

会
場
に
向
か
う
。
お

ヽ
／
久
し
振
り
。

お
前
誰
だ
っ
け
、
学
年
毎
に
集
合
し

た
宴
席
の
あ
ち
こ
ち
で
の
挨
拶
、
高

校
生
時
代
に
帰

っ
た
よ
う
な
気
分
で

会
話
が
は
ず
む
。
中
で
も
卒
業
以
来

初
め
て
だ
と
い
う
寺
田
さ
ん
、
た
く

さ
ん
写
真
を
撮

っ
て
く
れ
ま
し
た
。

右
下
の
写
真
は
、
そ
の

一
枚
で
す
。

卒
業
し
て
四
五
年
、
そ
ろ
そ
ろ
高

校
２
期
仲
間
も
定
年
を
迎
え
、
第
二

の
人
生
を
迎
え
た
人
達
も
出
始
め
、

な
ん
と
な
く
余
裕
が
出
て
来
た
頃
と

思
い
ま
す
。
次
回
は
早
く
同
期
会
を

開
こ
う
よ
と
の
声
が
多
く
出
ま
し
た
。

五
十
周
年
記
念
祝
賀
会
に
出
席
で

き
な
か

っ
た
人
達
も
こ
の
会
報
を
ご

覧
に
な

っ
た
ら
ご
連
絡
下
さ
い
。
お

互
い
に
元
気
な
顔
を
見
た
い
と
思

い

ま
す
。

残
念
な
事
に
、
祝
賀
会
で
元
気
な

顔
で
挨
拶
を
交
わ
し
た
山
本
昭
君
、

大
塚
謙
信
君
が
あ
ま
り
に
も
突
然
他

界
さ
れ
ま
し
た
。
ご
冥
福
を
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。

遅
れ
て
い
て
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん

が
、
同
期
会
を
計
画
し
ま
す
。
よ
ろ

し
く
。

干
支
を
五
廻
り
、
即
ち
還
暦
。

節
目
で
も
あ
り
、
同
期
会
で
も
や

る
べ
え
か
…
。
と
い
う
こ
と
で
集

っ

た
顔
ぶ
れ
百
余
名
。

志
賀
、
井
上
、
土
屋
、
中
野
、
堤
、

永
鳴
の
諸
先
生
に
も
ご
出
席
頂
き
、

賑
や
か
に
騒
々
し
く
開
催
さ
れ
た
。

〔平
成
七
年

一
一
月

一
一
日

（土
）、

新
宿

・
京
エ
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
〕

こ
れ
で
何
回
目
に
な
る
の
か
、
第

一
回
は
何
時
何
処
で
や

っ
た
の
か
、

当
方
極
楽
ト
ン
ボ
な
の
で
そ
う
い
う

面
倒
な
こ
と
は
い
っ
さ
い
省
暑
さ
せ

て
頂
く
。

昨
今
の
不
景
気
に
つ
け
込
み
、
酒

は
持
ち
込
み
。
そ
れ
に
し
て
も
、
わ

が
仲
間
ド
モ
の
鯨
飲
ぶ
り
は
相
変
ら

ず
で
、
六
十
ヅ
ラ
さ
げ
て
よ
く
も
ま

あ
、
と
自
分
の
こ
と
は
棚
に
上
げ
て

感
心
さ
せ
ら
れ
た
。

た
ゞ

一
抹
の
淋
し
さ
は
、
担
任
の

佐
々
木
、
大
里
の
両
先
生
が
他
界
さ

れ
た
こ
と
、
仲
間
内
に
も
物
故
者
が

目
立
ち
始
め
た
こ
と
。

自
然
の
摂
理
ゆ
え
致
し
方
な
い
が
、

ま
あ
生
き
て
る
う
ち
は
、　
へ
お
酒
飲

む
人
、
花
な
ら
曹
。
今
日
も
サ
ケ
サ

ケ
、
明
日
も
サ
ケ
…
。
と
後
生
楽
を

き
め
こ
む
心
算
。

あ

ヽ
、
ま
た
や
り
て
え
な
あ
／

こ
の
年
に
な

っ
て
三
回
目
の
同
期

会
と
い
う
の
も
妙
な
も
の
だ
が
、
平

成
三
年
、
卒
業
二
十
五
周
年
を
翌
年

に
控
え
て
有
志
が
集
ま
り
、
準
備
を

兼
ね
た
第

一
回
、
本
格
的
な
第
二
回

が
開
か
れ
、
継
続
的
に
行
わ
れ
る
事

に
な
り
、
今
回
が
第
二
回
と
な

っ
た
。

今
回
は
各
ク
ラ
ス
か
ら
の
代
表
二

〇
名
が
幹
事
と
な
り
、　
一
年
前
か
ら

毎
月

一
回
恵
比
寿
で
会
合
を
開
き
、

同

期

会

だ

よ

り

まだまだ現役です

母校体育館の階段にて
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会
場
選
定
、
当
日
の
計
画
、
特
に
メ

イ
ン

・
イ
ベ
ン
ト
を
何
に
す
る
か
な

ど
ア
イ
デ
ア
を
出
し
、
議
論
し
な
が

ら
進
め
て
き
た
。
忙
し
か
っ
た
け
れ

ど
楽
し
い
準
備
期
間
で
も
あ

っ
た
。

平
成
七
年

一
〇
月
二

一
日
、
ホ
テ

ル
海
洋
で
五
時
か
ら
開
か
れ
た
同
期

会
に
は
、
Ａ
組
か
ら
Ｇ
組
ま
で
全
ク

ラ
ス
の
担
任
の
先
生
方

（鈴
木

・
三

戸

・
堤

・
森
谷

。
清
水

・
志
賀

・
高

橋
）
に
御
出
席
を
い
た
だ
き
、　
一
〇

〇
名
近
く
の
盛
会
と
な

っ
た
。
中
に

は
遠
く
札
幌
や
福
岡
か
ら
の
参
加
も

あ
り
、
ま
た
卒
業
以
来
初
め
て
顔
を

会
わ
す
人
も
い
た
り
で
、
楽
し
く
、

懐
か
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
た
。

三
年
後

（還
暦
を
迎
え
る
年
）
に

再
会
と
い
ナ
事
で
、
次
期
幹
事
に
バ

ト
ン
タ
ッ
チ
を
し
た
。

高
校
１０
期
は
定
例
と
な

っ
た
同
期

会
を
平
成
八
年
七
月
六
日
午
後
四
時

か
ら
東
京
駅
八
重
洲
日
の
国
際
観
光

ホ
テ
ル
で
開
催
。
恩
師
の
大
橋
、
中

山
、
宇
高
、
井
上
の
四
先
生
を
お
迎

え
し
て
同
期
生

一
〇
二
名
が
出
席
、

新
し
い
試
み
と
し
て
イ
ン
タ
ー
ナ
シ

ョ
ナ
ル

・
エ
レ
ク
ト
ー
ン

。
フ
ェ
ス

タ
で
グ
ラ
ン
プ
リ
に
輝
い
た
宮
内
康

生
氏
の
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
＆
ト
ー
ク
シ

ョ
ー
、
吉
野
君
や
古
尾
谷
君
等
に
よ

る
シ
ョ
ー
ト

・
ト
ー
ク
を
交
え
旧
交

を
暖
め
ま
し
た
。

引
続
く
二
次
会
に
は
、
約
七
〇
名

が
参
加
し
て
大
い
に
語
り
合
い
、
三

年
後
の
再
会
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。

昨
年
は
い
ず
み
会
五
十
周
年
祝
賀

会
の
あ
と
、
卒
業
後
初
め
て
の
同
期

会
を
や

っ
て
み
ま
し
た
。
大
泉
駅
前

の
お
好
み
焼
屋
さ
ん
に
集
ま

っ
た
の

は
約
二
〇
名
。
誰
だ
か
判
ら
な
か
っ

た
人
が
お
互
い
に
半
分
位
ず

つ
い
て

最
初
は
穏
や
か
、
手
探
り
状
態
で
し

た
が
、
す
ぐ
に

「
エ
ー
ッ
、
オ
マ
エ

カ
ー
」
「
ヤ
ダ
ー
ッ
、
ア
ナ
タ
」
っ
て

な
具
合
で
す

っ
か
り
盛
り
上
が
り
、

頭
の
ウ
ス
い
の
や
白
い
の
や
、
や

ヽ

中
年
太
り
や
二
五
年
前
そ
の
ま

ヽ
風

（
？
）
の
や
が
、
日
頃
気
に
な
る
家

族
や
商
売
や
肩
書
を
忘
れ
て
、
喋
り

笑
い
、
飲
ん
で
、
そ
れ
は
楽
し
い
集

い
に
な
り
ま
し
た
。

同
期
三
七

一
名
の
中
に
は
、
住
所

不
明
で
同
期
会
の
案
内
状
を
い
ず
み

会
会
報
に
同
封
で
き
な
か

っ
た
方
も

多
く
、
昨
年
は
約
二
〇
〇
名
に
し
か

声
を
か
け
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
今

年
は
名
簿
の
整
備
が
進
み
、
約
二
七

〇
名
に
声
を
か
け
ら
れ
そ
う
で
す
。

詳
し
く
は

一
〇
月
末
か

一
一
月
頭
に

往
復

ハ
ガ
キ
で
案
内
を
出
す
予
定
で

す
。
今
回
も
、
今
回
こ
そ
、
誘
い
合

わ
せ
て
是
非
出
席
し
て
み
て
下
さ
い
。

お
互
い
も
う
五
五
オ
、
年
に

一
度
位

は
若
返

っ
て
楽
し
く
過
し
て
み
ま
し

ょ

つヽ
ヨ
＝
¨

梅
雨
空
の
六
月
八
日

（
土
）
夕
方

か
ら
、
第
四
回
同
期
会
が
開
か
れ
た
。

会
場
は
九
段
下
の
ホ
テ
ル

「
グ
ラ
ン

ド
パ
レ
ス
」
チ

ェ
リ
ー
ル
ー
ム
。

卒
業
後

一
〇
年
毎
に
開
催
し
て
い

る
同
期
会
だ
が
、
今
回
は
五
年
ぶ
り

で
、
前
回
の
出
席
者
九
七
名
が
七
三

名
に
減

っ
て
し
ま

っ
た
。
し
か
し
、

初
め
て
の
出
席
と
い
う
懐
か
し
い
人

も
何
人
か
い
て
、
ま
た
八
名
も
の
先

生
方

（高
橋
茂
、
森
谷
、
志
賀
、
清

水
、
鈴
木
高
男
、
須
田
、
倉
園
、
菊

谷
各
先
生
）
に
ご
出
席
戴
き
、
幹
事

と
し
て
は
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
。

幹
事
の
挨
拶
や
乾
杯
後
、
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
形
式
で
高
橋
先
生
を
筆
頭
に

先
生
方
全
員
の
近
況
報
告
等
が
あ
り
、

後
は
歓
談
し
た
。
め
い
め
い
が
お
酒

片
手
に
、
懐
か
し
い
先
生
方

へ
挨
拶

に
行

っ
た
り
、
サ
ー
ク
ル
や
ク
ラ
ブ

の
友
達
と
旧
交
を
温
め
た
り
で
大
い

に
盛
り
上
が
っ
た
。

二
次
会
も
同
ホ
テ
ル
の
二
三
階
ラ

ウ
ン
ジ
で
行

っ
た
。　
一
次
会
参
加
者

の
九
割
方
が
参
集
し
、
ま
た
突
然
の

参
加
者
な
ど
も
現
れ
て
、
昔
話
や
近

況
に
話
が
尽
き
ず
、
大
変
盛
況
で
三

五
年
目
の
青
春
を
謳
歌
し
た
。

次
回
は
二
〇
世
紀
最
後
の
三
年
後

に
開
催
す
る
予
定
で
、
再
会
を
楽
し

み
に
し
て
い
る
。

早
い
も
の
で
、
も
う

一
年
た
と
う

と
し
て
い
ま
す
が
、
高
校
１８
期
も
、

昨
年

一
〇
月

一
四
日
、
五
十
周
年
の

日
に
合
わ
せ
て
同
期
会
を
開
催
、
大

泉
学
園
北
口
の

「
庄
や
」
に
約
七
〇

人
が
集
ま
り
ま
し
た
。
石
井
先
生
、

田
上
先
生
、
淀
縄
先
生
た
ち
も
元
気

な
姿
を
見
せ
ら
れ
ま
し
た
。

同
期
会
と
し
て
は

一
次
会
な
が
ら

全
体
と
し
て
は
二
次
会
で
す
か
ら
、

み
ん
な
も
う
十
分
に
出
来
上
が
っ
て

い
ま
す
。
す
ぐ
に
各
自
勝
手
な
お
喋

り
に
花
が
咲
い
て
、
幹
事
は
お
酒
と

お
料
理
の
心
配
だ
け
し
て
、
あ
と
は

流
れ
に
任
せ
て
お
け
ば
よ
い
、
手
間

い
ら
ず
の
同
期
会
に
な
り
ま
し
た
。

黙

っ
て
い
て
も
す
ぐ
に
バ
レ
る
の

で
言

っ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
四
七
歳

か
ら
四
八
歳

へ
と
差
し
か
か

っ
て
い

る
私
達

（今
年
は
四
八
歳
か
ら
四
九

歳
／
）
に
と

っ
て
は
、
お
互
い
四
十

代
と
し
て
は
こ
れ
が
見
納
め
。
盛
り

上
が
り
の
理
由
の
ひ
と
つ
は
こ
れ
だ

っ
た
か
も
。

も

っ
と
も
、
同
期
の
野
口
勇
さ
ん

は
、
な
ん
と
小
説
で
こ
の
年
の
新
潮

新
人
賞
を
受
賞
。
四
十
代
も
捨
て
た

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
五
十
代
に

な

っ
て
も
元
気
で
集
ま
る
約
束
の
手

締
め
を
し
て
、
こ
も
ご
も
二
次
会
に

散

っ
て
い
き
ま
し
た
。

120インチのスクリーンで在校時の思い出に見入る

祝賀会々場。記念名簿を手に

40代 まっ盛 り(右から2番 目が根本さん)
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平
成
八
年
四
月
二
〇
日
、
再
会
を

祝
う
が
如
き
快
晴
の
下
、
品
川
プ
リ

ン
ス
ホ
テ
ル
に
て
同
期
会
を
開
催
い

た
し
ま
し
た
。

卒
業
後
三
〇
年
間
、
私
ど
も
高
校

・９
期
は
全
体
の
集
ま
り
が
無
く
過
ご

し
て
来
ま
し
た
が
、
去
年
の
五
十
周

年
祝
賀
会
に
出
席
し
た
同
期
メ
ン
バ

ー
で
の
二
次
会
で

『同
期
会
を
開
催

し
よ
う
／
』
と
な
り
、
早
速
幹
事
団

を
結
成
し
て
準
備
に
入
り
ま
し
た
。

熟
年
の
真

っ
最
中
で
仕
事
、
家
庭

に
多
忙
を
極
め
て
い
る
年
代
に
も
拘

ら
ず
、
約

一
四
〇
名
と
い
う
多
数
の

出
席
で
し
た
。

遠
く
北
海
道
、
九
州
か
ら
も
同
期

生
が
駆
け
付
け
、
田
上
先
生
を
始
め

旧
担
任
の
先
生
方
六
名
の
ご
出
席
も

戴
き
ま
し
た
。

最
初
の
内
、
三
〇
年
ぶ
り
の
再
会

で
戸
惑

い
つ
つ
、
顔
と
名
札
を
見
比

べ
つ
つ
の
会
話
で
し
た
が
、　
一
瞬
の

内
に
当
時
の
大
泉
生
に
戻
り

『
わ
い

わ
い
、
ガ
ヤ
ガ
ヤ
…
』
ど
再
会
に
酔

い
、
あ

っ
と
い
う
間
に
時
間
を
過
ご

し
ま
し
た
。
最
後
に
全
員
で
校
歌
、

校
友
の
歌
を
大
合
唱
し
、
お
開
き
と

な
り
ま
し
た
。

興
奮
醒
め
や
ら
ず
、
殆
ど
全
員
が

二
次
会
に
流
れ
込
み
、
夜
遅
く
ま
で

同
期
の
交
歓
が
続
き
ま
し
た
。

私
ど
も
高
校
１９
期
は
、
三
、
四
年

ご
と
の
同
期
会
開
催
を
目
指
し
、
不

明
同
期
生
の
調
査
な
ど
名
簿
の
充
実

を
図

っ
て
お
り
ま
す
。

高
校
２．
期
同
期
会
を
平
成
八
年
二

月

一
七
日

（
土
）
に
グ
ラ
ン
ド
ヒ
ル

市
ヶ
谷
で
開
催
致
し
ま
し
た
。

当
日
は
恒
松
、
金
尾
、
小
沢
、
荻

野
、
田
上
の
諸
先
生
方
を
お
迎
え
し
、

男
子
二
四
名
、
女
子
二
六
名
の
計
五

〇
名
の
参
加
を
得
、
盛
会
の
う
ち
に

終
了
致
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
二
次

会

・
二
次
会

へ
と
更
に
旧
交
を
暖
め

た
の
で
あ
り
ま
す
。

我
々
が
昭
和
四

一
年
に
母
校

″
大

泉
″
に
入
学
し
て
か
ら
丁
度
三
〇
年

を
迎
え
て
の
同
期
会
で
し
た
が
、
次

回
は
卒
業
三
十
周
年
記
念
と
し
て
盛

大
に
行
な
う
予
定
で
す
。
同
期
の
皆

様
の
ご
出
席
と
ご
支
援
を
心
か
ら
お

願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

幹
事
―
植
村

・
守
本

・
戸
谷

（荒

川
Ｙ

古
見

（
石
毛
）

「
こ
の
期
は
も
う
同
期
会
は
な
い

と
思

っ
て
い
た
わ
」
と
塚
谷
先
生
の

お
言
葉
。
実
は
、
私
も
そ
う
思

っ
て

い
た
。

い
ず
み
会
の
仕
事
に
係
わ

っ

て
五
年
、
同
期
の
姿
を
見
た
の
は
ほ

ん
の
数
回
。
昨
年
の
五
十
周
年
祝
賀

会
を
最
後
に
引
退
を
考
え
て
い
た
。

と
こ
ろ
が
、
そ
の
祝
賀
会
に
は
同

期
生
が
三
〇
名
近
く
参
加
し
、
二
次

会
の
席
で

「
我
々
も
ぜ
ひ
同
期
会
を

や
ろ
う
」
と
話
が
出
て
、
そ
の
場
で

日
時

。
会
場
、
そ
し
て

ハ
ガ
キ
あ
て

名
書
き
の
分
担
ま
で
決

っ
て
し
ま

っ

た
。
も
う
後
に
は
引
け
な
い
と
、
計

画
か
ら
二
ヶ
月
と
い
う
早
さ
で
第

一

回
同
期
会
は
催
さ
れ
た
。

平
成
八
年

一
月
二

一
日
、
新
宿
三

共
ク
ラ
ブ
に
お
い
て
、
約

一
一
〇
名

の
参
加
者
を
得
て
、
会
は
盛
大
に
催

さ
れ
た
。
先
生
方
も
荒
井
、
安
藤
、

田
中
暁
、
金
尾
、
塚
谷
、
設
楽
の
六

先
生
に
ご
出
席
を
い
た
だ
い
た
。
な

に
し
ろ
三
ヶ
月
の
突
貫
工
事
で
あ
る

か
ら
、
企
画
な
ど
殆
ど
無

い
ま
ま
に

当
日
に
至

っ
た
が
、
懐
か
し
い
顔
を

見
る
だ
け
で
も
時
間
は
足
り
な
く

（何
せ
二
四
年
ぶ
り
の
人
が
た
く
さ

ん
／
）
ゆ

っ
く
り
食
べ
る
時
間
が
ほ

し
か

っ
た
と
い
う
苦
情
が
出
た
ほ
ど

で
あ
る
。
最
後
に
校
歌

・
校
友
の
歌

を
全
員
で
大
合
唱
し
て
幕
を
閉
じ
た

が
、
み
な
話
し
足
り
な
い
と
見
え
て
、

二
次
会
の
居
酒
屋
に
九
〇
名
近
く
が

残
り
、
深
夜
ま
で
宴
は
続

い
た
。

「
や
は
り
、
諦
め
な
く
て
よ
か
っ

た
」
と
い
う
の
が
正
直
な
感
想
。
高

校
ｎ
期
の
先
輩
か
ら
の

「
私
た
ち
も

一
回
目
は
二
〇
年
以
上
た

っ
て
か
ら

な
の
よ
」
と
い
う
言
葉
が
支
え
で
あ

っ
た
。
そ
し
て
、
い
ざ
開
催
に
な
る

と
、
さ
す
が
大
泉
生
／
ス
タ
ッ
フ
の

手
際
の
良
さ
に
は
舌
を
巻
い
た
。

名
簿
の
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
も
予
想
以

上
の
成
果
を
上
げ
、
今
後
も
定
期
的

に
同
期
会
を
催
す
予
定
で
あ
る
。

昨
年
の

「
い
ず
み
会
五
十
周
年
記

念
祝
賀
会
」
に
出
席
し
た
と
き
、
幹

事
た
ち
は
奮
起
し
ま
し
た
。
そ
し
て

つ
い
に

「卒
業
二
十
周
年
記
念
／
第

一
回
同
期
会
」
を
、
五
月
二
五
日
に

池
袋
の
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
で
開
催
。

八
名
の
担
任
恩
師
と
、　
一
一
八
名
の

仲
間
の
出
席
を
得
て
大
盛
況
で
し
た
。

先
生
方
は
何
故
か
お
若
く
て
、
そ

の
秘
訣
を
伺
い
た
い
ほ
ど
で
し
た
。

（そ

れ

に
引

き

換

え

私

た
ち

は

…
…
）

一
緒
に
悪
さ
し
た
ア
イ
ツ
は

ど
ん
な
親
父
に
？
　
ほ
ろ
苦
い
思

い

出
の
あ
の
人
に
会
え
る
か
も
…
…
。

鳴
呼
／
　
き
れ
い
な
思
い
出
に
留
め

て
お
け
ば
よ
か
っ
た
…
…
。
悲
喜
こ

も
ご
も
。

二
〇
年
も
経
つ
と
、
母
校
も
ま
た

変
わ

っ
て
い
ま
し
た
。
新
校
合

・
屋

上
の
プ
ー
ル
、
ま
だ
あ
る
円
形
校
舎

等
の
ス
ラ
イ
ド
映
写
も
好
評
で
し
た
。

二
次
会
は
先
輩
Ｏ
Ｂ
経
営
の

「
河

童
天
国
」
に

一
〇
〇
名
近
く
が
出
席
。

同
期
名
簿
も
整
備
さ
れ
、
こ
の
会
報

も
み
ん
な
に
届
け
ら
れ
る
／

同
期
の
皆
さ
ん
、
五
年
後
に
ま
た

集
合
か
け
ま
す
か
ら
よ
ろ
し
く
ネ
／

卒
業
以
来
二
〇
年
目
に
し
て
初
の

同
期
会
が
、
四
月

一
三
日

（土
）
ア

ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ
谷
に
於
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

打
ち
合
わ
せ
を
重
ね
た
幹
事
の
心

配
な
ど
何
処
吹
く
風
、　
一
〇
〇
名
も

の
メ
ン
バ
ー
が
集
ま
り
、
受
付
で
タ

ッ
ク
シ
ー
ル
に
名
前
を
書
き
込
む
の

も
も
ど
か
し
く
、
話
が
進
む
の
で
し

た
。
も
ち
ろ
ん
子
持
ち
も
多

い
け
れ

ど
、
全
て
高
校
の
と
き
の
ま
ま
。
名

札
が
ぺ
ろ
ぺ
ろ
と
剥
が
れ
出
す
頃
に

は
す

っ
か
り
昔
の
顔
に
な
り
、
集
合

写
真
の
撮
影
を
済
ま
せ
て
か
ら
、
校

友
の
歌
を
う
た
い
上
げ
て
、
七
名
の

先
生
方
と
お
別
れ
…
…
出
来
ず
に
、

そ
の
ま
ま
近
く
の
居
酒
屋

へ
。

「
四
年
に

一
度
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
年
に
会

い
ま
し
ょ
う
Ｌ

一
日

一
〇

円
た
め
て
出
席
す
る
様
に
」
と
、
会

長
の
大
石
君
か
ら
の
話
を
記
憶
し
て
、

一
部
の
メ
ン
バ
ー
は
き

っ
と
朝
ま
で
。

次回は卒業30周年祝賀会の予定

あいかわらずお元気な安藤先生
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終
戦
直
後
の
昭
和
三
〇
年
九
月
、

さ
つ
ま
い
も
畑
だ
っ
た
校
庭
を
自
分

達
で
整
備
し
、
ラ
グ
ビ
ー
を
始
め
た

旧
制
中
学
生
の

一
団
が
あ
り
ま
し
た
。

翌
二

一
年
四
月
、
ラ
グ
ビ
ー
部
が
創

部
さ
れ
、
今
年
で
満
五
〇
年
を
迎
え

ま
し
た
。
こ
の
半
世
紀
の
歴
史
の
間
、

青
春
の
多
感
な
二
年
間
を
汗
と
泥
に

ま
み
れ
て
楕
円
球
を
追

い
か
け
た
０

Ｂ
は
五
〇
〇
人
を
越
え
ま
し
た
。

今
年
の
五
月
二
五
日
、
午
後
五
時

か
ら
サ
ン
シ
ャ
イ

ン
シ
テ
ィ

・
プ
リ

ン
ス
ホ
テ
ル
で
、
創
部
五
十
周
年
記

念
式
典
を
、
Ｏ
Ｂ

。
現
役
高
校
生
、

そ
れ
に
招
待
に
応
じ
て
い
た
だ
い
た

方

々
、
お
よ
そ

一
五
〇
人
の
参
加
を

得
て
、
盛
大
に
開
催
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

式
典
に
先
立
ち
、
既
に
鬼
籍
に
入

ら
れ
た
Ｏ
Ｂ
へ
黙
薦
を
捧
げ
ま
し
た

が
、
そ
の
中
に
は
ラ
グ
ビ
ー
部
創
部

に
尽
力
さ
れ
た
米
山
喜
春
さ
ん

（中

学
３
期

・
平
成
七
年
九
月
死
去
）
と

大
塚
謙
信
さ
ん

（高
校
２
期

・
平
成

八
年
五
月
死
去
）
な
ど
の
先
輩
も
含

ま
れ
て
い
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
日
比
野
会
長
の
挨
拶

の
あ
と
、
来
賓
の
石
丸
克
己
東
京
都

高
体
連
ラ
グ
ビ
ー
部
長
、
吉
野
尚
也

大
泉
高
校
校
長
の
祝
辞
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

続
く
懇
親
会
は
、
堤
治
美
先
生
（元

顧
間
）
の
乾
杯
で
賑
や
か
に
始
め
ら

れ
、
小
石
川
高
校
、
豊
多
摩
高
校
、

秋
田
高
校
の
各
Ｏ
Ｂ
会
会
長
の
祝
辞

を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
来
賓

の

方
々
、
歴
代
の
顧
間
の
先
生
方
、
０

Ｂ
そ
れ
に
現
役
高
校
生
が
和
気
あ
い

あ
い
の
中
、
昔
話
に
ラ
グ
ビ
ー
談
義

に
と
時
を
忘
れ
過
ご
し
た
二
時
間
あ

ま
り
の
あ
と
、
全
員
で
ラ
グ
ビ
ー
部

部
歌

（作
詞

・
高
校
１３
期
平
尾
道
平
、

作
曲

・
元
顧
問
佐
々
木
望
）
を
斉
唱
。

豊
鳴
副
会
長
の
ラ
グ
ビ
ー

ヘ
の
思
い

入
れ
が
楽
し
く
も
切
々
と
伝
わ

っ
て

き
た
、
や
や
長
め
の
謝
辞
で
、
お
開

き
と
な
り
ま
し
た
。

「
大
泉
高
校
ラ
グ
ビ
ー
部
が
、
終

戦
直
後
の
明
日
食
べ
る
も
の
も
な
い

社
会
的
混
乱
期
に
、
い
ち
早
く
創
部

さ
れ
活
動
を
始
め
た
こ
と
は
、
大
変

な
努
力
の
結
果
で
あ
り
偉
大
な
こ
と

で
す
」
と
の
感
想
が
、
来
賓
の
方
々

の
共
通
し
た
も
の
で
し
た
。

ま
た
、
日
比
野
会
長
は
、
「
大
泉
ら

し
く
、
堅
苦
し
く
な
く
、
盛
大
で
楽

し
い
会
と
な

っ
た
。
大
泉
時
代
に
帰

っ
て
、
懐
か
し
い
ひ
と
と
き
で
し
た
。

こ
れ
を

一
区
切
り
と
し
て
、
Ｏ
Ｂ
会

も
よ
り
充
実
し
た
も
の
と
な
る
で
し

ょ
う
。
ま
た
、
大
泉
高
校
ラ
グ
ビ
ー

部
も
さ
ら
に
奮
起
し
て
く
れ
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

五
十
周
年
記
念
祝
賀
会
で
の
演
奏

を

契

機

に
、

こ

の
四

月

に

Ｏ

Ｂ

Ｏ

Ｇ

合
唱
団
が
発
足
し
ま
し
た
。

高
校
９
期
ま
で
の
生
徒
が
教
え
て

頂
い
た
岡
部
守
弘
先
生
の
ご
指
導
で
、

月

一
回
の
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

現
在
の
団
員
数
は
、
高
校
３
期
か

ら
高
校
２９
期
ま
で
の
三
六
名
と
、
大

泉
高
校
の
卒
業
生
で
な
い
人
が

一
名

の
計
三
七
名
と
な

っ
て
い
ま
す
。

今
ま
で
毎
月
の
練
習
会
場
の
確
保

に
悩
ま
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
九
月

か
ら
母
校
の
皆
さ
ん
の
ご
好
意
に
よ

り
音
楽
室
を
拝
借
で
き
る
こ
と
に
な

り
、
団
員

一
同
、
と
て
も
喜
ん
で
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

曲
目
は
、
初
め
マ
ド
リ
ガ
ル
を
数

曲
手
が
け
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
、

我

々
に
と

っ
て
の

「
ナ
ツ
メ
ロ
」
や

ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
曲
も
取
り
上
げ
て
行

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

年
齢
を
超
え
て
仲
良
く
楽
し
く
、

演
奏
会
な
ど
に
も
参
加
す
る
こ
と
を

目
標
に
練
習
を
続
け
る
予
定
で
す
の

で
、
こ
れ
か
ら
も
多
く
の
新
人
？
の

参
加
を
歓
迎
し
ま
す
。

昨
年

一
〇
月

一
四
日
に
開
催
さ
れ

た
い
ず
み
会
五
十
周
年
記
念
祝
賀
会

の
時
に
、
パ
ソ
コ
ン
通
信
に
よ
る
交

流
を
提
案
し
ま
し
た
。
発
足
時
の
メ

ン
バ
ー
は
五
人
で
し
た
。
そ
の
後
、

今
年
に
入
リ
パ
ソ
コ
ン
通
信
を
始
め

る
人
が
増
え
始
め
、
八
月
二
四
日
現

在
二
五
人
に
な
り
ま
し
た
。
現
在
の

メ
ン
バ
ー
構
成
は
、
高
校
１０
期
か
ら

高
校
４．
期
ま
で
の
三
世
代
に
跨
が
っ

て
い
ま
す
。
縦
の
交
流
と
い
う
点
で

は
、
運
動
部

・
文
化
部
と
同
様
で
す
。

い
ず
み
会
ネ
ッ
ト
の
特
徴
は
次
の

と
お
り
で
す
。

０
時
間
と
場
所
を
問
わ
な
い
＝
忙

し
過
ぎ
る
現
代
人
に
と
っ
て
マ
イ
ペ

ー
ス
で
や
り
と
り
出
来
る
と
い
う
の

は
大
変
好
都
合
で
す
。

②
主
導
権
は
意
見
を
発
表
す
る
人

＝
長
幼
の
序
に
よ
ら
ず
、
自
分
の
意

見
を
積
極
的
に
発
表
す
る
人
が
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
す
る
事
に
な
り

ま
す
。

０
気
軽
に
会
話
＝
パ
ソ
コ
ン
通
信

が
、
郵
便
に
比
べ
て
手
軽
な
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
事
は
、
そ
れ

だ
け
頻
繁
に
交
流
の
機
会
を
持
て
る

と
い
う
事
で
す
。
そ
し
て
、
お
互
い

の
情
報
量
が
増
え
、
親
し
み
も
増
し

て
く
る
と
い
う
も
の
で
す
。

最
後
に
、
い
ず
み
会
ネ
ッ
ト
の
将

来
構
想
に
つ
い
て

一
言
。
ま
ず
、
第

一
段
階

（
一
～
二
年
間
）
は
、
い
ず

み
会
ネ
ッ
ト
会
員
の
増
強
で
す
。
い

ず
み
会
活
動
の
輪
を
更
に
大
き
く
し

て
い
く
た
め
に
は
、
い
ず
み
会
の
行

事
に
よ
り
多
く
の
会
員
が
参
加
し
て

く
れ
る
事
が
必
要
不
可
欠
で
す
。
そ

の
た
め
に
は
、
普
段
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
や
、
行
事

へ
の
積
極
的
な

呼
び
か
け
が
必
要
で
す
。
そ
の
た
め

の
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
パ
ソ
コ
ン
通
信

は
適
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
第
二
段
階

（三
年
後
）
は
、

い
ず
み
会
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
構
築
で
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し
む
た

め
に
は
、
自
由
に
何
時
で
も
意
見
を

交
換
で
き
る
場
が
必
要
で
す
。
会
員

数
が
増
え
る
と
色
々
な
考
え
方
を
持

っ
た
人
々
が
集
ま
り
ま
す
。
そ
こ
で
、

例
え
ば
次
の
よ
う
な
テ
ー
マ
を
設
定

し
て
、
交
流
を
深
め
る
の
も
い
い
と

思
い
ま
す
。
―
―
ス
ポ
ー
ツ
・趣
味
・

高
齢
化
と
少
子
化

・
国
際
化

・
情
報

技
術

・
体
験
談
等
々
。

問
△口せ
＝
Ｓ
５
８
ｏ
◎

げ
ヨ
‐お
ｒ
９

ピ

☆
こ
れ
か
ら
開
き
ま
す
☆

高
校
１５
期
同
期
会

（昭
和
３８
年
卒
）

日
時
　
一　
一
月
二
〓
一日

（祝
）

午
後
二
時
～

会
場
　
新
宿

・
ワ
シ
ン
ト
ン
心
ア
ル

連
絡
先
　
矢
ヶ
崎
秀
男

公
〇
三
―
三
二
〇
九
―

一
八
六
六

高
校
２５
期
同
期
会

（昭
和
４８
年
卒
）

日
時
　
一
一
月
二
三
日

（祝
）

午
後
二
時
～

会
場
　
四
谷

・
ス
ク
ワ
ー
ル
麹
町

三
階
　

「錦
華
の
間
」

会
費
　
八
、
○
○
○
円

連
絡
先
　
宮
川
修
作

ａ
Ｏ
四
二
四
―
二

一
―
六
〇
二
三

サ
ツ
カ
ー
部
創
部
五
十
周
年

記
念
祝
賀
会

日
時
　
平
成
九
年
四
月
六
日
０

午
前

一
一
時
～
　
ゲ
ー
ム

・
対
石
神
井
高
Ｏ
Ｂ
戦

。
女
子
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
招
待

。
フ
ッ
ト
サ
ル

午
後
四
時
～
　
祝
賀
会

会
場
　
大
泉
高
校

※
記
念
誌
（名
簿
付
）作
成
準
備
中

連
絡
先
　
栗
原
正
成

ａ
Ｏ
四
二
九
―
七
四
―
四
〇
六
九

の
音
頭
を
と
る
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′1ヽ林 綾 子
(こばやし,あやこ)

女優。昭和47年生。立命

館大英米文学科卒。昭和
58年放映のNHKテ レビ

小説 「おしん」で、 ヒロ

インの少女時代を好演し

全国に一大ブームを巻き

起こした。NHK「 土曜
プラザ」(午前11時～)の
司会で活曜中。 9月 には

舞台で再びおしん役に挑

む。東映アカデ ミー所属。

「
お
し
ん
」
で

一
世
を
風
靡
し
た

小
林
綾
子
さ
ん
。
実
は
い
ず
み
会
の

会
員

（高
４３
期
）
だ
っ
た
の
で
す
。

七
月

一
日
、
大
泉
東
映
撮
影
所
内
で

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
応
じ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

―
―
現
在
は
主
に
ど
の
よ
う
な
仕
事

を
な
さ

っ
て
い
る
の
で
す
か
。

小
林
　
Ｎ
Ｈ
Ｋ

「
土
曜
プ
ラ
ザ
」
で

レ
ギ

ュ
ラ
ー
の
司
会
を
や

っ
て
い
ま

す
。
あ
と
は
単
発
で
時
代
劇
や
レ
ポ

ー
タ
ー
の
仕
事
。
そ
れ
か
ら
舞
台
で

ま
た

「
お
し
ん
」
を
演
る
ん
で
す
。

九
月
二
日
か
ら
二
九
日
ま
で
、
日
比

谷
の
東
京
宝
塚
劇
場
で
、
成
長
し
て

か
ら
の
お
し
ん
役
を
。

―
―
そ
れ
は
是
非
拝
見
し
た
い
で
す

ね
。
と
こ
ろ
で
女
優
と
い
う
仕
事
は
、

設
定
さ
れ
た
状
況
や
役
柄
へ
の
共
感

「大
泉
ら
し
さ
」

能
力
が
必
要
で
す
よ
ね
。

小
林
　
こ
の
前
も
時
代
劇
を
撮
っ
た

監
督
さ
ん
が

「役
者
や
る
ん
だ
っ
た

ら
何
も
か
も
経
験
し
て
い
な
い
と
気

持
ち
が
伝
わ
っ
て
こ
な
い
」
と
お
っ

し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

―
―
じ
ゃ
あ
、
恋
も
い
っ
ぱ
い
し
な

け
り
ゃ
い
け
な
い
。

（笑
）

―
―
大
学
は
京
都
（立
命
館
）
で
す
け

ど
、
大
泉
高
生
で
は
珍
し
い
で
す
よ

ね
。
何
か
特
別
の
思
い
入
れ
で
も
？

小
林
　
初
め
は
東
京
の
大
学
を
考
え

て
い
た
ん
で
す
が
、
吉
成
先
生
か
ら

立
命
館
の
一
芸
入
試
制
度
を
紹
介
さ

れ
て
、
調
べ
た
ら
文
化
や
芸
術
に
と

が
大
好
き
！

―
―
大
泉
の
思
い
出
に
つ
い
て
。

小
林
　
や
は
り
Ｈ
Ｒ
合
宿
で
広
島

ヘ

行
っ
た
こ
と
。
原
爆
に
遭
わ
れ
た
方

の
話
を
実
際
に
聞
き
に
行
っ
た
り
し

て
、
か
な
リ
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
ま
し

た
。
皆
も
刺
激
を
受
け
て

「
何
か
し

な
け
り
ゃ
い
け
な
い
」
と
感
じ
て
す

ご
く
得
る
も
の
が
あ
っ
た
ん
で
す
。

―
―
あ
と
は
体
操
部
で
す
か
。

小
林
　
そ
う
で
す
ね
。
特
に
校
内
合

宿
が
印
象
的
で
し
た
。
三
年
に
な
る

と
余
裕
も
出
て
き
て

「
ち
ょ
っ
と
家

に
帰
っ
て
く
る
」
と
か
言
っ
て
、
お

風
呂
入
っ
て
、
「あ
～
気
持
ち
い
い
」

と
か
言
っ
て
ジ
ュ
ー
ス
飲
ん
で
ス
イ

カ
食
べ
て
、
「
さ
あ
、
そ
ろ
そ
ろ
出
掛

け
よ
う
か
な
」
な
ん
て
言
っ
て
学
校

に
戻
っ
て
行
く
と
い
う

（笑
）
そ
ん

な
こ
と
も
し
て
ま
し
た
ね
。

そ
れ
か
ら
、
大
泉
の
広
い
敷
地
と

の
び
の
び
と
し
た
環
境
が
大
好
き
で

し
た
。
桜
並
木
も
自
慢
だ
と
思
い
ま

す
ね
。
い
い
思
い
出
で
す
。

―
―
最
後
に
、
現
在
の
大
泉
高
生
に

一
言
お
願
い
し
ま
す
。

小
林
　
私
が
い
た
頃
の
自
由
な
雰
囲

気
、
の
び
の
び
と
過
ご
せ
る
環
境
と

い
う
の
は
、
い
つ
ま
で
も
変
わ
っ
て

欲
し
く
な
い
と
思
い
ま
す
。
高
校
時

代
と
い
う
の
は
、
そ
の
時
代
で
し
か

分
か
ち
合
え
な
い
、
と
に
か
く

一
番

楽
し
い
時
期
だ
と
思
う
ん
で
す
。
青

春
で
す
よ
ね
。
将
来
の
こ
と
現
在
の

こ
と
恋
愛
の
こ
と
、
い
ろ
ん
な
こ
と

を
感
じ
考
え
る
多
感
な
年
頃
で
す
。

そ
う
い
う
時
期
を
大
泉
の
素
敵
な
環

境
の
な
か
で
過
ご
し
て
欲
し
い
。
そ

の
た
め
に
も
私
の
大
好
き
な

「大
泉

ら
し
さ
」
を
い
つ
ま
で
も
持
ち
続
け

て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

編

集

後

記

▼
「
五
十
周
年
」
の
文
字
に
埋
め
尽
く

さ
れ
た
４０
号
は
い
か
が
で
し
た
か
？

▼

『同
期
会
だ
よ
り
』
の
記
事
が
四

ペ
ー
ジ
に
も
な
り
ま
し
た
。
タ
イ
ト

ル
か
ら
判
る
と
お
り
、
祝
賀
会
を
機

に
同
期
会
開
催
に
向
け
て
動
き
だ
し

た
期
が
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。
倍
増

し
た
紙
面
が
同
窓
の
輪
の
広
が
り
を

雄
弁
に
物
語
っ
て
い
ま
す
。

▼
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
は
二
本
。
半

生
を
捧
げ
た
研
究
で
受
章
な
さ
っ
た

大
先
輩
と
、
社
会
に
巣
立
っ
た
ば
か

り
の
女
優
さ
ん
。
お
ふ
た
り
の
取
材

に
同
行
し
て
、
い
ず
み
会
々
員
の
層

の
厚
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。

▼
会
報
部
は
出
版
業
界
の
二
女
性
を

は
じ
め
事
務
局
幹
事
が
全
員
交
代
。

中
村
謙
部
長
も
本
業
に
忙
殺
さ
れ
、

ま
た
し
て
も
素
人
集
団
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
窮
地
を
救

っ
て
く
れ

た
の
は
新
戦
力
の
先
輩
方
。
高
校
２０

期
栗
原
さ
ん
＆
荒
井
さ
ん
コ
ン
ビ
の

バ
イ
タ
リ
テ
ィ
に
引
き
ず
ら
れ
、
よ

う
や
く
発
行
に
こ
ぎ
つ
け
ら
れ
ま
し

た
。
校
正
期
間
中
は
自
宅
よ
り
も
高

校
９
期
大
軒
さ
ん
の
お
宅
で
食
事
す

る
方
が
多
か
っ
た
か
も
…
。
多
謝
―

（高
３２
期
　
仲
沢
浩

一
）

『会
報
い
ず
み
』
は
、
で
つ
ま
で

も
な
く
皆
さ
ん
の
も
の
で
す
。

読
後
の
ご
感
想

・
ご
要
望

。
そ
の

他
い
ず
み
会
活
動
に
対
す
る
ご
意

見
等
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

【あ
て
先
】

〒
‐‐２

文
京
区
関
口
一
―
八
―
六
―

七
〇
六
　
宇
多
正
行
法
律
事
務
所

内
　

「
い
ず
み
会
事
務
局
」

小
林
綾
子
さ
ん
訪
問

て
も
理
解
あ
る
大
学
だ
っ
た
の
で
、

受
け
て
み
る
こ
と
に
し
た
ん
で
す
。

―
―
京
都
で
の
生
活
は
い
か
が
で
し

た
か
。　
一
人
暮
ら
し
な
さ
っ
た
の
で

す
か
。

小
林
　
最
初
は
多
少
抵
抗
が
あ
っ
た

ん
で
す
が
、
学
生
時
代
の
一
人
暮
ら

し
は
貴
重
な
体
験
で
し
た
。

―
―
学
生
時
代
の
ク
ラ
ブ
活
動
は
。

小
林
　
大
泉
で
は
体
操
部
に
所
属
し

て
い
ま
し
た
。
顧
間
は
寺
本
先
生
で

し
た
。
大
学
で
は
バ
デ
ィ
と
し
て
交

換
留
学
生
の
お
世
話
を
す
る
係
を
二

年
間
や
っ
て
い
ま
し
た
。
学
内
の
こ

と
や
京
都
の
街
を
教
え
て
あ
げ
た
り
、

一
緒
に
遊
び
に
行
っ
た
り
と
か
。
留

学
生
が
六
〇
〇
人
位
い
る
ん
で
す
よ
。

海
外
セ
ミ
ナ
ー
で
オ
ク
ラ
ホ
マ
大
に

行
っ
て
向
こ
う
の
方
に
お
世
話
に
な

っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
し
た
。

いずみ会総会 ・懇親会のご案内

年 1回 、いずみ会会員が集い、親睦を深める場、そ

れが総会です。

例年 6月 に実施 していましたが、 日程を変更いたし

ました。

と き :平成 8年 10月27日 (日)

午後 1時 ～    受付開始

1時 15分～  総会 。懇親会

3時     終了予定

ところ :母校 大会議室 。多目的教室

会 費 :中 1～ 高35期   2000円

高36期～      1000円

学 生      500円

新入会員(高48期) 無料

★参加 される方は、同封のハガキを9月 30日 までに、

投函 して ください。

各期毎の同期会の活性化や、学年を越えた縦の連携

を繋げてい くために、本年から会員各期のアイデアを

取 り入れた総会を開催 します。具体的には、今年1996

年にちなみ、末尾が 6の 期 (高6。 16・26・36・46期)

が当番期 として総会の運営 。お世話をいたします。


